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高校生からの報告(-}

この前、柔道の初段の推薦の件て話があった。実は我が校ては一年から三年まて皆、週一時

間柔道が必須なのてす。一年の始めに、生徒のほとんどが初段をとって卒業する、と閏かされて

ホンマかいな？と思っていたが、やはり私の疑問は正しく、私ごときても初段をとれるのだから、

ほとんどの生徒がとれて当り前。

ところが妙なものが後ろについていた。それは取得料一万五干円てある。なんたることか！

私はすぐさまその場で申請用紙を破り棄てた。建全なる、かどうかは知らないが、青少年から一

万五干円もの大金をふんだくって黒帯と免状を与えるというような、根＇i生からして下劣だ。これ

だけあればチロルチョコレート百五十個も貢えるではないか。松前重義氏の言葉を借りれば、

「讀道館Iユ｀柔道1よオレのもの、世界はオレのものという立場て｀講道館の段位でなければ本物

ではないという考え方」だそうだから、うなづけなくはない。しかし腹が立つ。手ムの組のほとん

どが講道館（こひっかかっている。講道館．がどれだけ柔道の普及•発展に貢献したかは知らないし、

そんなことは関係ない。単なる一個の私的団体が出しゃばる権利はない。黒帯など市販すればい

いし、免状など紙きれ一枚発行するだけていいてはないか。そんなドプに金を捨てるようなこと

をしてはいけない。チロルチョコを食って栄養つけた方がましだ。＜チロルチョコやないといか

んのか。もっとうまいもんがあると思うがなー会長＞ 講道館など無視する位の意志はもって

しかるべきだろう。＜よりによって講道館なんかにケンカをふっかけない方がいいよ。己レヲ知

リ敵ヲ知ラバ百戟危ウカラズ という言葉もある＞ （考えてみれば日本の柔道界の衰退も講道館

と大いに因係があるのてはなかろうか） ＜結構な事やおへんか＞

しかし、推薦を受けられなかった友は言った。 「オレやったら頼んでても一万五千円出して

黒帯欲しいけどな。」これはもう病気の末期的症状だ。と思ったが、周りは推薦の有無にかかわ

らず、大なり小なり考え方は同じようなものだった。自分の方が末期的症状なのかな？ そうい

えば、今日はこんな会話を交わしたっけ。

「お前、大学どこ受ける？」
．． 

「そやなあ。京大でも受けるわ。お前どこ受けんにゃ？」

「うん、オレもまだ決めてへんのや。私立は？」

「滑り止めに同志社受けるわ．」

「ほんなら京大滑ったら同志社行くんか？」

「あほな。今さら同志社なんか行けるか。かっこつかんゃんけ。この学校入った以上、 •i良人し

てても京大入らんかったらどうすんねん。＇ それよりな、このごろアバンテイー（注ー）に公立の
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やつ多いな。あいつら今ごろになって慌てとる．やっばり受験勉強はもっと早（はよ）からやら

んとあかんて。ほんま、今ごろ参考書あさっとるやつおんにやから困ったもんや。あれ見て、絶

対公立のやつには勝ったと思ったわ．第一負けてられるかってんだ。オレ等は勝つために何もか

も壊牲にしてきたんやからな。」

「犠牲って、そらちょっと言い過ぎちゃうか。」

「そんなことあらへんやんけ。オレ等特進（i主二）は一年から勉強ばっかりやって運動あかん

し、スポーツクラス（注三）のやつ1が運動ばつかりやって頭空っぼやろ。京大行かんやったら何

何のために勉強したんかわからんやんけ。お前もそうやろ。」

返す言葉がなかった．この考え方にあきれてしまったと同時に、自分1:ぬぐい去ったと思い

込んていたが、実は心の片偶に追いやって目をつぶって見ようとしなかった自分の醜い部分を、

目の前につきつけられたからだ．

ん。

こんな、禾ムの通っている学校が京都のあるお寺の境内にあるなんて、口が裂けても言えませ

注ー：学校の近くにある、けっこう大きいデパート。土曜日の午後には、我が校の生徒が帽

子をかぶって、というよりかぶらされて、必ず本屡の参考書売り場にいると聞いてい

る。

注二：我が校には特進科といって、京大に入れるように特訓されて、入ってから何をしたら

いいのか悩む人間をつくる、と私が勝手に決めている科、普通科、自動車科の3つあ

る。

注三：普通科の中に、スポーツのてきるのばかりがいる、というより集めているクラスがあ

って、体育行事のときには常に一番てないと担任に相当し：：かれるといううわさがあ

るが、スポーツクラスと呼ばれている。

（マジメの中の軟体動物）
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高校生からの報告（二）

く資料 A>

生徒諸君へ 修学旅行出発を直前にして特に留意すべきこと

（厳重注意事項）

一高等学校
第 2 学年担任

（1) 即行の目的・主旨・内容をよくムまえ、いかなる場合にも、．．高校生としての誇りとi~i任をもって行動すること a
[2) 「物兄遊山」や「家族旅行」ではなく、校外学翌••瓜団活動であるととをけっして忘れない、こと。

:3) 準伽を確実にしておくこと。（持物・衣類・服装・顕髪・鮭旗状態•その他）

・4) 服装は常に端正にし、ことは使いも荒々しくせず、挨拶など礼儀iEしく、良識9こしたがってけ鋤すること．

5) 1~2名の身勝手な行為で旅行団全且に迷惑をかけないよう心しておくこと。 (5分前の集合・敏速な行動など。）

6) 貸厖品（お金・時計・カメラ・その他）土廂などは各自で笞理すること。（紛失しても臼任を凸うことはできない。

7) 健囚については各自で十分に留なする。（バス中でよくしゃぺる者、ホテルでなかなか紅ない者、

ポサッとしている者からパテる。）

:8) 「旅のはじはかさすて」「集団のかげにかくれての忍劣な団動」「全体のことを忘れた我がままなm動」などを
厳につつし9『とと。

(9) 不祥事は絶対にないr:.と。（万~-I. ~ラブル・洒 9 タパコ・暴カ・盗み・転落fJJ故・交通りI故•その他。）

叫 仰に出ると人柄がよく分かる．（心のあたたかい人・気のつく人・家庭の躾・只任感の有無•その他。）

QD その他、先生方の指示とパンフレット「株」の詣注ななどを厳守し、規則を守り、荘々しく楽しい旅行にすること

（ホテルでの注意）

（ア）入館籠••①下車暉偏・荷物をまとめる。②爪内の芙化③部凪名、
ルーム瓜を鈷えておく。

（ィ）入館峙••·© 2列R説帽⑥挨拶「今日は」「よろしくお願いし

ます．」（頭を下げる） ④ エレペーターは使用しない。

（ウ）入 館 後・・①下履を靴箱に入れる。ホテルスリッパ使用（整頓）

◎息雇四・鑓品・調度品の破担箇所を調ぺて輯告用紙に記

入、副委員長9C担出（室長）。（また決して破ffl.l,ない。）

R 更衣（規定のものに限る）。輝下を下莉のままや裸で歩か

ない。

c 真貫品回収一副委貝長は、大袋をもって各室をまわり室

長から「破旧霞所属査報併用紙」とともに一括してうけとり

0 0 3 



フロントまで持参する•

(ft頂品は翌朝まで出すことはでさない。）

（各部屋備え付の金爪は使用しない。）

⑤ 各部吊の冷絨庫・風呂・宙話は使用しない。

（市外辺話はフロントの赤m話による。）
⑥ 全t1指示があるまで部用に待機している。（その間に副班

長または室長はフロントに部屋入口の鍵をもらいに行く。）

R 委只艮と、食市、入浴係のクラス代表は入館後ただちに箪

記用只をもってフロントに集合する。

R 委員長・副委員長は伝達m項を確実に各室長に伝え、室長
はその指示にもとづいて班員を虹任をもって指揮指尊する。

・入浴時間・方法・場所・曾守番

・食事時閥・場所（水関の処口も含む。）・鍵

•その他（クリーニング・閉注怠など。）

（エ）外 出••O 制帽・制シャツ（上・下）・身分証明白を拇行する。

R 外出・冊餡の際には、必ず玄関係の先生に報告する。

③ 立入禁止区域には絶対に入らない。トラブルなど起こさな

い。門限厳守。

（オ）就哀と起床•••① 入寄I!i間以降は厖下に出たり他室に入ってはならない。

② ミーティングを十分に行う。

R 消灯後は、ゴソゴソせず、早く眠る。

④ 起床したら布I！りをよく煎頓する。 nJl見を必ず情ませる。
伯）出 発•••①美化係は家具・瀾度品を入室前と同じにしておく。

R 小さなゴミも処珊しておく。
R スリッパ幣岨、窓カーテン閉じ、洗而所など整頓。
④ 水口をうけとる（食nt係）。
⑥ R重品をうけとる。（副委貝艮）
⑥ もう一度忘れものはないか..発化が鑽庇しているか確認．

⑦ 副委員長は各部屋を最終点検して担任に耀告。

R 委U長はクラス全uを庫下にまとめ、 2列でパスヘ誘導。
（エレベークーは使用しない。）

®副班長または室1~は鍵を出任をもってフロントに返輝する。

⑳ 挨拶を忘れない。 （「お情話になりました。」「ありがと

ぅCざいました。」）

（パスでの注な）

（ガ 5 分前の集合・点呼を厳守する~ （班別・クラス別で行動する。）

（イ）乗降膚は無四かつ敏速であること。靴の土をよく払って乗る。

（ウ） 「選転手さん、ガイドさん」と呼び、朝夕必ず挨拶する。（お早よう Cざいます。

ありがとう Cざいました。）

（エ） 親しいなかにも礼節を失わない。失礼なこと、野卑なことは言わない。

（オ） 述5云技術については、絶対1ことやかく言わない。

（力） ガイドさん0ン説明をよく聞き、ガイドさんのや：気を失わせない99
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(~) JfIの窓から、ものを投げ拾てたり、人をからかったり、ものを買ったりして

はならない。

（ク）肩.,子をとばしたり、手や閲を絶対に出さない。

（ヶ） 下Ittの開、相子を正しくかぶり、服装を正す。（シャツはスソを中へ、靴はス・

ポラ厨きしない。）

（コ）車内の美化、幣頓につとめる。

（サ）委員i．とは必ずクラス旗をもって下車する。

（シJ限町については担任の指ホに従う。

（ス） llr.酢い、病人についてはクラスでよく助け合い、ゆずり合う。

（セ） バス後部には荷物を招まないようにする。

（船での注怠）

（ア）．担任の指示・誘導に従って乗・下船する。（押し合ったり、ふざけたりしない。）

（イ） 荷切・カメラ・土荘物などは必ず荷札をつけ、クラス別、班別に整頓する。

（ウ）船酢いする者は、予め凍をのんでおく。（外に出ない、横になっている。）

（エ） 代ゃ、こまることがあったらif.i籾＂直さん,caゎないで、担任に申~l,出る。

（オ） トラブル・転落事故など絶対にないように庄意する．（デッポこは1人で絶対に出ないヽ ）

（力）船宝を空にしない。（交代でクラスや班の留守番をおく。）

（見学地・昼食場所での注意）

（ア）担任の指示・誘導によって敏速に行動する。ダラダラしない。

（ィ）各クラス 2~4列で、ばらばらにならないでまとまって行動する。

（ウ） 自由解散の峙も、班別で行動する。

（エ）服装を乱さないC, (帽子を正しくかムる。箆1ボタンをはずさない。）

（オ）股；ボ物を汚出したりしない。昼食の後片づけなどもきちんとする。

（力） トラブル、一般客への迷惑、万引など絶対にしない。

（＊）交通U.J故に十分注怠する。（・辺路横断__委員長・副委員長・班長で．）

（ク） 染合時閥を厳守する。 (5分前染合の励行）

（その他）

（ア）ホテルの部麻粕室など空にしない。（入浴時、自由時間など）

（イ） ホテルの隅足、船の＂打では内から鑓をかけてはならない。（ホテルで自動

〇ブクのところがあるから注怠する．鑓を絶対に失わない。）

（ウ） ホテル、船の生徒立入禁止、使用傑1ヒのところは厳守する．

（エ） ホテル、船の非常口、避難凡などを必ず羅認しておく。（委員長・副委員長

と筑iとを中心に）

（オ）病気は一人で我tUせず、早目1こ申し出て、処口をうける。
紛 生徒手岨は必ず罰行すること•保険鉦 (1 面と家族構成欄）のコピーも持参
すること•

その他詳細についてはバンフレット「旅」を必ず読んで確認しておくこと。
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これは、高校二年の 7月というクソ暑いときに、しかも九州に、なんと男だけで修学旅行9こ

行くときに、配られたブリントである。全部読んていただいたらわかることだが、といっても読

む人はいないだろうが、だから説明しておくと、おせっかいと矛盾1こ溝ちた代物である。余りに

も長いので細かな箇所にこだわっていると日が暮れてしまうのてさしひかえるが、 「ホテルでの．．．． 
注意」の（オ）の0「消燈後は、ゴソゴソせず、早く眠る」、 「バスての注意」の（オ） 「運転

技術については、絶対にとやかく言わない」 、 （力） ・「ガイドさんの説明をよく聞き、ガイドさ

んのやる気を失なわせない」などというところには、こだわりを通り越してアホらしさを感じざ

るを得ない．

頭にくるのは、冒頭の (8) 「“旅のはじはかきすで' “集団のかけにかくれての愚劣な言

動'’ "全体のことを忘れた我がままな言動’'などを厳につつしむこと」てある。修学旅行の何8

目かに「濱芸会」というわけのわからんものがあって、 ・まさに「失礼なこと」 「野卑なこと」て

充満し、 「旅のはじ1がかきすて」 「集団のかげにかくれた愚劣な言動」 「全体のことを忘れた我

がままな言動」の典型とも言える「芸」を被露して下さった。 「旅行の目的・主旨・内容をよく

ふまえ、いかなる場合にも、00高校生としての誇りと責任をもって行動すること」 （冒頭の

(1)) とはこのことかとうなづいてしまった。まさに、 「旅に出ると人柄がよくわかる。 （心

のあたたかい人・気のつく人・家庭のしつけ・責任感の有無・・その他）」．我が校の本質を露呈

する実にいい機会であった。今年の二年生も九州（こ修学旅行に行ったそうだから、彼らは実にい

い経験をしたことになる。九州に限ることなく、北海道、東北、関東、・・・・・・と全国に修学旅行

に行つて、更に恥をさらしてほしい。

ちなみに、修学旅行の目的は次のとおりてあった。

ー、旅行を通して、団体生活のあり方を体得すること．

二、広く見聞を深めること。

ー、は違成された。なせなら、この旅行以後、皆が「団体生活など成立し得ない」と悟り、

エゴむき出していけ（こえの羊に襲いかかる結果となった． 「マッカーシー旋風」が吹き荒れは C

めたのもこのころからである。私は、遠山啓署作集・教育諭シリーズ 3「序列主義と競争原理」

を読んていたら、 「あぶない本を読んでる」と言われてしまった。 「中核派」 「民青」とかには

神経をとがらすくせに、 b 「極左11 0書」 「スパイ防止法案」 「1％ゎ＜突破」とかにはまるて

関心なく、当然と受け取っているようである。日本の若者の右傾化は着実に進行している。政治

屋(pol1t1c込nの方で、政治家 8tat6血皿てはない）の諸君、喜んでくれ給え．

二、も違成されたと言えよう．慶児島ては必死てラ・サール高校を探していたから、 「広く

見聞を深めること」がてきたてあろう。いずれ、ラ・サール高校を襲撃するのかな？

と、‘ー 、•• まで霊いたところて、 8木主物学会誌第23 号が届きました。涵いたことに会費 1

0 0円より高い17 0円の切手がIiってあります。 （当り訂か） ＜当り前じゃないよー会長＞

主物学誇大事典「カモ」は、笑えるような笑えないような何とも複雑な気持にさせてくれました。
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それと、半仙半魚氏の「偏見と．独断 (9)」にも書いてあった「制服」につがて0我が校の見見解

を述ぺた文書が多数見つかったのて｀ 「制服」特集にしようかなと思ったが、疲れるし、第一読

んててもつまらんので、今後ネチネチと追求していこうと思う．次に挙げるのは、高一の確か四

月に配られたブリントてす。

く資料 (B)> 次ページ

まず、 「制服」うんぬんに宗教をからめてくるところからしでクサイ。 「釈尊の出家の弟子」

の典型と言えるはずの坊生が、変てこりんな＂密約”を交わしたり、歌楽街てペンツを乗り回し

て好き放題なことをして、庶民の不評を買っているのが周知の事実となっていては、だれも信用

なんててきやしない。

「来るぺき社会的活動に備えて学習することを要求されてい」ても、この学習が曲者だ。ク

ゾ面白くもない遺伝の計算なんでやめて、もっと生物の本質にかかわること、生物というのはこ

ういうもんやということを教えなければくだれが教えるねん＞学習意欲もわかないし、 「来るべ

き社会的活動に備え」ることもてきない。ところがどっこい今の社会では、生物の本質を理解す

るより遺伝の計算がうまいほうが、優遇され得するようになっている。だから東大や京大の学生

は、 「娯楽とか身を飾るとかの世間3勺欲望を極度に抑制し」なくともよいというのが、社会の暗

黙の了解となっている。従って地元以外の大学へ行くとなると、東大tミったら1昔金してても金を

用立てるが、東大以外だったら行かせられないーという結果（こなる。＜我が息子は大威張りで金を

もぎとって、ワカヤマ．大学へ行きよったそ＞

「さらに学校という一つの共、通の目的をもった場所においして、集団として行動するために統

ーされた線というものがなければならないと思います。それを制服という形て表すのてありま

す。」に至っては、こだわりを通り越して笑いを禁じ得ない。なせなら、これは教師が自分のカ

不足（というよりは、むしろ無能といいたいが）をはっきり明言しているからだ。本来教師てあ

るなら、制服なんかなくったって学生を統一てきなくてはならないのではないか（どんな ・「統→

かは問題だが）。＜どんな統ーでも統一なんぞしたくない一無能な教師＞教師の職務を自ら放

棄したと言っても過言でばないだろう。＜今そういわれて怒られてる一会長＞

次の資料も同時期に配られたものである。

く資料（c)>次々ページ

前回説明したとおり、 I類は普通科、 II類は自動車科、 江I類は特進科てある。［本佼ては

生徒が自己の適性や希望等に応じて、卑下することも高ぶることもなく、落．ら着いて充実した勉

学のてきる」はずなのに、ある ‘r類の生徒が、．合格者燦験記の最後にこう書いている。

「普通科からで．もがんばれば有名私立大学はもちろんのこ£国公立大学も可能てある。因に普

通科がら現役で神戸大学に3人受験したが3人とも合格（法午部・農学部・工学部）した。後輩

諸君の一層の奮励努力を祈ります。」 （傍点は筆者）
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れ
を
制
服
と
い
う
形
で
表
す
の
で
あ
り
ま
す
。

制
服
は
戒
律
の
象
徴
で
あ
り
、
古
来
、
釈
尊
の
出
家
の
弟
子
は
黄
衣
剃
髪
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
最
も
質
素
な
服
肇
を
着
け
｀
頭
髪
と
い
う
鰯
り
を
落

と
す
こ
と
に
よ
り
、

日
常
世
間
の
欲
望
を
捨
て
ひ
た
す
ら
真
理
の
道
を
歩
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
内
外
に
示
し
た
姿
で
あ
り
ま
す
．
学
生
も
責
衣
綱
髪
こ
そ
し
な
い

け
れ
ど
も
そ
の
心
構
え
に
お
い
て
は
共
通
で
あ
り
、
入
学
宣
誓
は
出
家
に
当
る
し
制
服
は
黄
衣
に
当
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
と
い
う
身
分
は
生
計
を
立
て
る
た
め
の
繁
労
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
代
わ
り
に
‘
来
た
る
ぺ
き
社
会
的
活
動
に
備
え
て
学
習
す
る
こ
と
を
裏
求
さ
れ

て
い
ま
す
。
学
生
は
自
ら
労
働
し
な
い
の
で
す
か
ら
、
娯
楽
と
か
身
を
飾
る
と
か
の
世
閻
的
な
欲
望
を
極
度
に
抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
よ
う
。

綱
服
制
帽
等
い
ろ
い
ろ
規
定
さ
れ
て
き
ま
す
と
、
な
ん
だ
か
自
由
を
奪
わ
れ
た
よ
う
に
感
ず
る
で
し
よ
う
が
、
世
問
の
一
般
的
な
考
え
に
立
っ
て
は
馳
肇
は
で
き

な
い
も
の
で
、
戒
律
が
制
服
と
い
う
形
を
取
り
、
自
己
の
定
め
た
成
と
外
か
ら
の
律
に
よ
っ
て
厳
し
く
自
己
を
抑
制
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
勉
学
と
取
り

<
O
C
と
が
で

會
る
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

お
よ
そ
人
閻
な
ら
働
く
こ
と
な
し
に
生
存
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
し
よ
う
が
、
学
生
は
働
か
な
い
代
わ
り
に
将
来
の
畢
●
を
社
会
か
ら
蜃
象
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
で
す
か
ら
触
強
を
し
な
い
学
生
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
複
緯
化
し
裏
度
化
し
た
近
代
社
会
に
あ
9

て
、
そ
れ
に

遍
応
し
得
る
た
め
に
は
十
分
な
基
嚢
知
識
が
餐
求
さ
れ
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
踵
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
学
生
と
い
う
あ
り
方
は
外
に
は
質
素
な
服
藝
、
内
に
は
ひ
た
む
さ
な
勉
学
と
い
う

C
と
に
集
約
さ
れ
ま
す
．
さ
ら
に
学

校
と
い
う
ー
つ
の
共
通
の
目
的
を
も
っ
た
湯
所
に
お
い
て
、
集
団
と
し
て
行
動
す
る
た
め
に
統
一
さ
れ
た
練
と
い
う
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
息
い
直
す
．
そ

＊
校
に
お
い
、
て
制
服
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
あ
り
方
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、
生
徒
諸
君
は
こ
う
い
う
意
蛛
を
十
分
汲
み
駁
っ
て
、
身

心
を
正
し
、
ど
ん
な
場
合
に
も

1高
校
生
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

制

服

に

つ

し、

て
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現
を
達
成
し
て
く
れ
る
よ
う
心
か
ら
念
願
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
．

基
本
的
態
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
畳
か
に
と
と
の
え
ね
ば
な
ら
な
い
．

細

に
調
足
の
な
い
ま
ま
．
無
自
覚
的
に
大
事
な
時
期
を
空
し
く
過
C
し
て
し
ま
い
が
ら
で
あ
り
ま
す
。

を
果
た
す
こ
と
が
、
教
育
の
根
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

情
撮
を
豊
か
に
す
る
こ
と
。

蠣
檸
を
守
る
こ
と
。
真
の
自
己
に
目
覚
め
る
た
め
に
は
、
直
ず

環
代
が
人
圃
醜
外
の
峙
代
で
あ
る
と
も
、
故
郷
喪
失
の
時
代
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
よ
う
に
＂
と
か
く
私
違
現
代
人
は
生
き
る
万
向
を
見
失
っ
て
、
真
の
生
き

が
い
の
見
出
せ
ぬ
ま
ま
、
心
の
内
で
は
不
安
と
焦
繰
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
え
ま
し
よ
う
．
高
校
生
期
は
特
に
悩
み
の
多
い
、
傷
つ
き
や
す
い
峙

闊
で
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
達
は
C
う
い
う
環
代
の
社
会
的
状
況
の
中
で
、
心
を
満
た
し
て
く
れ
る
「
何
か
」
と
願
い
求
め
な
が
ら
も
、
菌
の
風
闇
に
識
さ
れ
て
、
心

仏
数
で
は
「
人
身
受
け
難
し
」
と
い
い
ま
す
が
、
実
は
生
徒
一
人
一
人
、
受
け
難
い
人
身
を
得
て
生
ま
れ
て
き
て
い
る
尊
い
宝
で
あ
り
ま
す
。
教
育
の
鰈
題
が
本

来
、
人
間
の
内
な
る
「
よ
き
も
の
」
を
引
き
出
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
自
覚
の
上
に
成
載
さ
せ
る
産
饗
術
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
本
校
に
お
い
て
も
、

直
ず
何
よ
り
、
生
徒
自
ら
が
未
だ
発
見
で
き
ず
に
い
る
、
自
己
の
内
な
る
真
に
尊
ム
ペ
き
「
よ
き
も
の
」
（
宗
教
心
・
魂
）
と
の
出
会
い
を
あ
た
え
る
鰈
介
的
役
割

こ
れ
は
申
す
ま
で
も
な
く
仏
教
の
精
神
で
あ
り
、
学
祖
弘
法
大
師
の
璽
学
の
精
神
で
も
あ
る
わ
け
で
、
生
徒
銘
々
が
無
明
の
自
我
に
お
お
わ
れ
た
真
の
自
己
に
目

覚
め
、

こ
の
世
に
生
を
得
た
意
味
を
知
り
、
将
来
社
会
の
ど
の
分
野
に
い
て
も
、

で
き
る
真
人
（
菩
蘊
）
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
の
が
本
校
教
育
の
根
本
的
目
檬
で
あ
り
ま
す
。
本
校
の
校
訓
、

ょ
」
「
社
会
に
献
身
せ
よ
」
は
こ
の
本
校
教
育
の
願
う
踵
想
的
人
間
像
（
菩
薩
）

こ
の
人
閻
働
実
現
の
た
め
、
本
校
で
は
次
の
四
っ
の
具
体
的
実
践
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

H

主
鐵
的
な
自
己
を
抑
J
l
し
、
真
の
意
珠
で
自
ら
を
解
放
さ
せ
る
戒
搾
を
進
ん
で
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ロ

字
よ
環
境
を
清
浄
に
し
、
ま
た
自
ら
の
身
装
も
、
学
よ
も
の
の
姿
勢
に
ム
さ
わ
し
く
、
簡
素
で
清
翼
に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
•
国

心
の
置
か
い
：
饂
に
思
い
や
り
の
あ
る
、
真
に
社
会
に
猷
身
で
さ
る
人
閻
と
な
る
た
め
に
は
、
自
他
を
課
く
馨
重
し
尊
敬
し
信
頼
し
て
荒
々
し
い
心
を
去
り
、
内
面

＊
校
で
は
生
徒
が
自
己
の
逼
性
や
希
望
等
に
応
じ
て
、
卑
下
す
る
こ
と
も
高
ぷ
る
こ
と
も
な
く
、
落
ら
着
い
て
充
実
し
た
勉
学
の
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
、
薔
通

鰈
屋
の
中
に

1
票
・

1
類
・

1
類
の
三
つ
の

n
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
生
徒
が
以
上
四
つ
の
実
践
を
遍
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
、
本
校
の
願
う
塵
想
的
人
問
像
の
実

＇ 勉
学
に
励
む
こ
と
。
課
く
自
己
を
知
り
、
ま
た
将
来
に
そ
な
え
る
た
め
に
勉
学
に
精
励
す
る
C
と
は
、
学
ム
も
の
の

高

校

の

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ら
前
、
曇
性
に
応
じ
て
そ
の
社
会
の
「
一
鵬
を
照
ら
す
」
こ
と
の

の
あ
り
万
を
嶋
的
に
豪
環
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
．

人

間

像

「
自
己
を
尊
重
せ
よ
」
「
真
遷
を
鐸
求
せ

請
潔
で
あ
る
こ
と
。
純
粋
に
道
を
求
め
る
た
め
に
は
、
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この人もいわゆる有名大券に相当こだわっで℃ヽるようだが、この人の言っている通り、 I類

の生徒を．f卑下」させるものは確固として存在していも教室や机． •すの質にも差はあるし、

時間割も ・III類に都合よくできてるし、受験術9こたけたような教師はすべ"C"III類に回ってい

るらしい。といっても、受験にたけた教師に教えられるという点では不幸かも知れない．くかも

知れない、てはなくて不幸だよ＞

これらに優るとも劣らず、というよりこれが本質と言うぺきなのだろうが、 III類の生徒の

偏見が大きな原因となっている。 I • 11類の生徒をか11で平気でばとうするし、また聞いてい

る方もそれを当然と受（ナ止めているし、前回報告したように京大病患者が大半である。

そろそろ疲れたから、読む方も疲れていると思うが、私の習っている数学教師の言葉でもっ

て、カッコよくしめくくろうと思う。

く資料 (D) > 

金沢にいた頃、童話などの創作に藁っていて、

幕かに読んでもらいたくて、その当時斬進の今

江祥智という作家が今の文教短大の講師をしてい

るのを知って、はるばる京都まで出てきた。その

時今江さんは、自分の童話を百人の人に読んでも

らって、一人、本当に一人の人に感動してもらえ

たら自分の仕事はそれで良い、などという事を、

手塚治虫には負けるということなどと共に話して

くれた。

卒業生の皆さんの仕事といえば、これからは専

門的な分野に多鰊に渡つていくわけだけど、今ま

でを振り返って見れば、・・b勉学と生活以外に
無いわけで、それは呪う程に、夢にうなされる程

に苦しかったけれども、その謳命9姿を端から見

守って認めてくれた人が一人、本当に一人はいた

かと考えてみて、その最後の一人である自分まで

が、いや遍当にサポったなと亀っていないか。

だけど私は、・実は、そうは思わない。私は-

で訳の分からぬ数学を訳の分からぬままに教鰤と

8'7lfl 

いう肩書が論楯発動になって、授鶏などと大それ

た事業をしているのだけど、私が本当に数学の持

つ美しさ、数学のデリカシーを伝えたいのは、50

人のクラスに 1人居れば良い方で、後は漫験にな

ってしまうという方が多い。 50人相手にして1

人の感動を得るという方法が取れない。 1人の反

感を得る為に49人を犠牲にしている。

師匠が弟子に学ぷという事がある。私の数学観

をひっくり返す生徒が1人は居るはずだ、私はそ

の1人の為に授業をする。事業を為すという事は

命掛けであると思う。命は身体的なこともある99

ど、人生観を鴫けるということもある。その意昧

で私は、百人の人に読んでもらって、お前は狂っ

ている｀という手紙を待つ。

卒業生の皆さんの中に、なぐさめ合い、傷の嘗

め合うだけの友を求めた人はいなかったか、自分

の欠点を指摘してくれる本当の1人を遺ざけよう

とした人はなかったか。

（敷学科敦諭）

（マジメの中の軟体動物）



猿 学 万 歳 (1) 

水 原 洋 城

一匹のおおきなオスのサル、カシの木の枝の上から、下の山道を登って来る一人の学者に呼びか(t

る。

猿よお御気嫌さん どこ行くねん。

学 おっ 久し振りやな。いや どこへて、さっきまてお前らの群れのあと つけて来てたんや（ナ
．．．． 

ど、 • あそこの尾根すじ越えたとこて まかれてしもてな。ここやったんか。

猿 相変らず興信所かいな、ょう飽きんこっちゃな。そうそう、こないだも、群れのメスどもがう

わさしとったで・ 「あのおっさん、うちらのあと つけまわして 双眼鏡てのぞきまくって、

写真とったり 録音したり、帳面・こ だれがいつどこでだれと何しとったか書いたり、ゃらし

いなあ、ほんまにブライウ”アシーの優害やで。ただののぞきやったら 見るだけて満足しよる

（ナど 学者は、それをネタに銭もう（ナするさかい クチ悪いわ。そのうちピービング。トムみ

たいに罰あたって 目えつぷれるわ。ざま見い．」いうてな。

学 えらいいわれかたやなあ、そない銭もうけてへんで。もともとは純粋な知織欲から出たことや。

悪う思わんといてや。

猿 ．、純粋が閏いであきれるわい。そんなもん わしから見たら 変態知識欲じゃ。

字 むちゃくちゃやなあ。ところて、他の連中の姿が見えんようやな。どこ行きよったんや？

猿知るかいな、あいつら多分 お前をまいてから尾根すじ登って 向うの谷へ下りて行きよっ

たんやろかいな•

学やろかいなて、お前 あいつらと一緒やなかったんか。

猿 わしはな｀もう三日も前から群れと別れて ひとりで勝手に歩いてるねん。

学 ええっ ほんまかいな。こら一大事や．ノートにつ；ナとかなあかん。ええと今日は何8やっ

たかいな、ひいふうみいと、つまり六月の一五日からか。一五日はたしか曇り時々晴れやっ

たな。その一五8以降、 L1、群れを離脱、ソリクリーとなる、但しこれは本人、本人はお

かしいか、本猿の証言による、と．ーハ日 ー一時三0分、大岩附近のアラカシの樹上・て発

見、休息中、 3羊れとの直憬距雌的五00メークー、東谷へ移豹中の群れ と逆 、！レートで西尾租

方面に向うものと認むーーと．とりあえず群れを追わなあかんな。ほんなら また．

871 



猿 こらこらこら、こら学者、待たんかい．

学河や、わし群れを追いかけんとあかん．忙しい．

猿 何が忙しいねん．群れやらいっても見つかるわい．このわしに インクウ’’ューしていか

へんのか．

学 それもそうやな、いうたら、はなれザルになるちゅうことは、その個体と群れとの相互の

関係やからな。こいつから もっと事情聞いといた方がええかもわからんな。

猿 ぐじ亭ぐじゃひとりごというな．その前にこっちから閏きたいわい。その、お前のいうてた

L 1とか、ソリクリーて、それいったい何のことや。

学ああ このノートの字かいな．さてはお前 わしの書くとこ、木の上から見てたな。

猿 あほか、わしはお前みたいなのぞきとちゃうで。第一お前のきたない字やら読めるかい．ぉ

前しゃべりもって書いてたやないか．それが聞えたんや。

学何やそうか。 L1のしは、リーダーの Lで、 1は 強い弱いの順位が 1、つまり群れのサ

ルどもの中てお前が一ばん強うてリ・ーダーやさかい お前のことを L1という記号で表わ

すねん．それがら ソリクリーちゅうのは、群れを離れて、ひとりて暮している個‘,•本のこと

ゃ。ひとりザルともはなれザルともいう。

猿 気色の悪い話やなあ。お前 国民総背書号制唯進派の手先とちゃうか。リーダ・-やらいうも

んがまずわからんな。わしはたしかに一書強かった．そや9ナど、何てわしがリーダー呼ばわ

りされなあかんねん．

学 何てかいうたらな、群れのサルどもが食い物探して森の中をあちこちと遊動するときに、そ

の動きをリードするさかいや。どっち向いてどこへ何食いに行（か、いつ止っていつ出発す

るか、決めてみんなに知らせる。犬やらたちの悪い人間やら猛キンやら物騒な奴に出合うた

ら、警戒警報発令してみんなを、かくれさすか逃すかして、自分は敵の前面に出て、追い払

うなり けん制するなりして群れを守る。まだあるで。リーダーは常8項 群れ全体ににら

みを効かせ、けんかの仲裁、秩序を乱す者への懲らしめも、こまめに勤める。一方、他のみ

んなは、そういうリーダーの役割や働きを認めてリーダー中心に集まり、リーダーを頼りに

して、いつもリーダーから目を離さず、つき従う。こういう、リードするもんとされるもん

との間の関係は、いうたら 群れをまとめる社会制度みたいなもんて、そのおかげて毎日の
．．． 

遊動生活が続けられる。その統合のかなめのリーダーが、 L1のお前やったも・＇ゅう訳．ゃ。

遣 拮溝なお該義聞かしてもろヤ おおきに．ほんま 9こ教育勅語の解説か、それともどこぞの会

社の管理職研修会の説教かと思うくらい、ょうてけた話やった。

学得いいったか．

攘 せっかくやitど得心いかん。とんと身におぼえのないことばっかりで、いったいどこの世界

(/)tらかと思たて・。とこが得心いかんか今からいうて聞かしたるわ。まず第一に わしば着和れ
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全体をリードなんかしてえへん。第二、方向も行先も時機も決定せえへん。第三、合図も指

示もしたことない．第四、警戒警報発令した憶えない。第五、けんかの仲裁も懲らしめもや

らん。第六、わしの存在が群れのまとまりのもとやいうのも事実やない。第七、わしらの群

れ集団に社会制度みたいなもん あらへん。第八、群れをまとめる役割を果たしてるサルや

ら どこ探してもおらん。これがわしの答えや。

学全面否認か。

猿さいな。

学 あっさりいうなあ。（えな聞く（ナど、お前、群れが出発する時、ょう「木ゆすり」ちゅうこと

をやってたやろ。木に登って行って、てっべんで反動つけて 力いっばい木をゆさぶって、

ざざざざあて音立てて、＜こガ・ガ・ガ・ガッ＞＞ちゅうてほえるやつ。それからさあーっと

地面に下りて来て、えらそうに冶好つけて しっぼ立てて、花道にかかった助六みたいに歩

き始めたら、周りにおったメスのサルやらこどものサルやらが、そろぞろぞろぞろぞろぞろ

お前につられるみたいに歩き出した。これ見てたら、 「木ゆすり」と＜＜ガ・ガ・ガ・ガ＞＞

と、いばった歩きぶりで、出発するぞお、これからあっちへ行くぞお、ついて来うい、ちゅ

うて、出発、その時磯、方向を合図で示したことになるやないか。ちがうか。どや。ちゃん

とノートについたあるぞ。

猿 ごくろうさん。そらそれてぇぇ、まさに事実や。(tどな、お前も学者やったら、ここて考え

なあかん。まず、合図や。 「木ゆすり見ててお前、あれ何やと思てる？

学攻撃的誇示行動のひとつで 優位性の誇示てあることもある。何の何がしここに在り、とい

う感じやな．

猿 （えなら 威張って冶好つけて しっぼ立ててのっしのっし、は何や。

学 これも優位性の誇示行動と見なせる歩行やな。

猿 この二つの行動のどこに、 ＂これから’'ゃ＂出発’'ゃ＂あっち＂ゃ｀｀ついて来い”やいう決

まった意味があるねん。わしはな、お前もいう通り、ただ威張って、自分の力や勢いを あ

んな形て発散したいだけや。そらわしにも、それを他のサルどもに見せて、聞かして、注意

．． 
を向けさせよう ていう｀＇意図＂はあるて。なかったら＂誇 ．示行勧の名づけがうそに近うな

ってしまうわな。そやけど、ゃっばり、そこに決った意味がある、と解釈するのはまちがい

ゃ。

学 それでも、お前が、そういう行動を そういう場て示す時には、そういう行動；工ああいう一

定の意味を持つ、いうたかでええやないか．

猿 そら解釈の問題や。しかも結果論に過ぎん。＜わしい話i2、あとてサルのことばの話がどう

せ出て来よるやろから その時いうて聞かしたる（ナど、おか(1参りやあるまいし、 ＂いうた

かてええやないか’'程度の議論くり返してて、ょう学者がつとまるなあ。ものいうからには

根拠が要るねんで．
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学サルにいわれんかて、そんなことわかってるわい。

攘 お前の場合、どういう事実をもって立論の根拠（こしてる？

学硯察事実やな．

猿 何の観察事実や。

学 そらお前らの社会生活やないか。

猿 わしらはたしか：こより集って群れという集団をつくって暮してる。そやけどお前が実際に具

体的に目で見てるのは何や？ 可視的実在の要素は何や？

学 そらやっばり 一匹•一匹の個1•本やろな。

猿その個体が？

学 その個体が何をしてよるかを見るちゅうことになるな。つまり個体の行動や。他個体との交

渉の過程の観察記述：も、個体の行動の記述が要素や。それが関係を論じ、構造を語るよう（こ

なっても、 ..・・・・

猿 つまりだんだんとほら話がおおけさになっても、やっぱり、根拠となる事実関係は個体の行

動の記述に求める他はないねんな。

学そらそうや。

猿 それやったら、さっきの攻撃的誇示行動には、他にあれこれの＂合図’'の記号的意味がもと

もと含まれてますねん、というこじつ（ナ解釈の根拠は、あの行動のどこにあるねん。ああ、

こじつけに根拠あったらおかしいか。形容矛盾や。今の取り消し一ー 要するに根拠ない

やろが。ぇむ？

学 そういわれると、いささか自信が無うなってきたなあ。そや（ナどな、結果論かも知らんけど

な、ある一定の個体間の交渉の流れちゅうか、社会的文脈ちゅうか、行動を介した相互の反

応の時間的展開があって、お前の「＜＜ガ・ガ・ガ＞＞つき木ゆすり」と「のし歩き」がきっ

かけとなって、群れが動き出した、ちゅうことはたしかやろ。

猿 そうや。わしにかで、そういう意図があった。それにみんなが うまいこと乗ってついて来

よった。こういうことは時々ある。お前がそののぞきの帳面に書きつけた例は、まさにその

一例やってん。

学 そやからその時（ょ、お前の意図と連中の反応がびたり合うでやな、お前・1)意志が効果的に連

中に伝わったんやないか。ほんておれは、お前の行勧が合図として機能し、効果をもったん

やから、それを合図ととって何が悪いかと・・・・・・

猿 •河が悪いかで？ 悪いのはお前の頭じゃ。学者の頭の悪いのは、一種f乃犯罪やちゅうこと知

らんのか。碓1義なやっちゃなあ。あのなあ、事実としての行動の観察記述が立論の根拠にな

るて お前もいうたやろ． 9えなら、 「木ゆすり」と「のし歩き」は、他にいっばいある社会

的諸文脈に、どないな作用を及ぼしてるか、みんな綱べんかい。それから、何が共通してる
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か吟味せんかい。特殊で他に適用てきんような解釈を引っ込めんかい。その上で、改めて基

本的；~t現宅をつくらんかい。その結果それが攻撃的ても優位主張てもええさかい、婆するに

誇示行動としかいえなんだら、それを基礎にして、それが峙と場合で社会的文旅上にこれこ

れの（乍用をし、しかじかの効果をもつ、 1.―正直にいうたらええのとちゃうか？ もうちょっ

と論理的にすじ道を益理してく •れや。

学 よう理密いうサルやな。わかった。先行ってくれ。

窄 わかったらよろしい。ええと、おの時はは、群れのみんなが、だいたい一日の採食もすませ

て、休息もした。こどもも遊びたいだけ遊んだ。ぼちほち今日の泊り場へ向けて 尻上げよ

うかなあ、てなムードが全｛本にゆきわたt1かけてた。わしもそろそろ行くかなあて気分1`こな

ったさかい、一発冷好つけてこまそか、ちゅうことて誇示行動をやって歩き出した。 ＂エッ

ケ・ホモ＂、つまり＂この人を見よ’'をやったわ：ナや。

学 お前はサルやで。サルやったら＂エッケ・シミウス”やないか。

猿 そうか。まあええ。とにかく｀それにつられて、みんながついて来よった。方角も行先も

主だった古い連中にはだいたいの見当もついたやろ。ほぼ一せいに群れが移動を始めた。そ

こを お前が見てて、さすが（こし 1やなお、水ぎわ立ったリードぶりやなあ、みんなあいつ

に心照してんねんなあ。冬冬ガ・ガ・ガ＞ンのざわざわざわの、ピンの、のっしのっして、出

発 移動方向 追随を指令したんやなあ。一糸舌しれぬ統制と、意志の伝達やなあ。リーダー

の役割遂行の手本やなあ。ほんまにL 1は、いつ見てもほれぼれするなあ。サルにしとくの

ん もったいないなあて、そののぞきの帳面に書いたんやろ。ちょっと見してくれ。

学 あつかましいやっちゃな。そんなこと書いてえへんわい。

猿 ところがな、わしらからいわすとそうやない。今いうたような条件がそろうてる時は、いか

にもそのように見えるけれども、みんながその気になってえへん時は、わしがせっかくええ

•i合好しても、無視しよる．そやから、わしも、意図は瀑して、いや何でもない、ちょっと威

張って見ただ（ナや、てな韻して、他のことする。メスと毛づくろいの続きにもどったり、気

tこくわんやっ見つけて、おどかしてびびらしてみたりしてごまかす。それになあ、それまて

移動しようと思てた．＂意図＂そのものかて、すうーと引っ込んて、落ち着いてしもたりする

んや。まあサルちゅうもんは、それくらい気が変りやすいともいえる（ナどな．それからまた、

ちょっと恥しいけど、こんなこともあ ーった。例によって誇示行動がわりかしうまいこといっ

て、みんな動き出したさかい、どんどん歩いて行って、途中で、周りの様子がおかしい。あ

れ、と思って見まわすと、だれもついて来よらん。＜＜グオー＞＞いうて、伸び上って遠くを

見ると、なんといつのまにか連中は、わしの登って来た道からそれて向うの沢すじを下りて

行きよるのが目に入った。わしちょっとあわててく＜ウワー＞＞＜＜ンゴー＞＞と大声忠 l、てみ

たけど、i湮中：：：：お互いにくく・ホ..ィ->><<ワア―>;>いうて、もょっともこ．．ノもに．王：g•とi l:r
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よらん。つまり、わしのこと完全に無視して、あさっての方へとっととっと 離れて行くば

っかりや。わし頭へ来たitど、もうこらあかん。しやあない。そっちへ走って行って、やっ

と追いついた。ほっとしたけど、やっばりちょっとぐらい冷好悪かったで．

学 あっははは、そんなこともあったんか。こら知らんかった。そらおもろい。傑｛乍や。ははIt

はは。見たかったなあ。

猿 何がおもろいねん。笑てる場合やないて。そやけどお前がいうてるリーダーちゅうもんが思

てるほど大層なもんやないいうことが、これでわかったやろ。

学 それもそうやな。お前にひっつくようにして一せいに動いてるな、と思ったら、全然そうや

ない動きすることもある。いったいどうなってんねん。

猿 わからんか。サルはな、いつもお互いに群れのなかまが、今どんな気分にあるか、それとな

く気いつけてるもんや。そらしょっちゅうけんかもするし、いざこざも起こす。それでも常

にいっしょに居りたいし、みんなのするようにしたい。他のやっ；こついて行こうとする病が

生まれつきだれにてもあるねん．一方でまた、なかまが何匹か居ったら、おれがおれがと我

を張って、集団の動きの先を行きたい、自分の動きに他の奴を巻きこみたい、という癖も、

同じように生まれながらにしてだれにでも身に具わってあるねん。そやから群れが翻く時に

先頭切って行くもんが、わしならわしの時もあるし、メスが先行する時かてある。時にはこ

どもらがとび出すことかてある。それについて行くも行かんも、みんなの気分がそろてるか

そろてえへんかによる。みんながぞろぞろ三々五々動き出さなんだら、先に行った奴ももど

って来るし、あさっての方へ行った一ーわしみたいにやな一一奴かて引き返さんならん．

そんなもんや。

学 そうか。そや（ナど不思議なような気もするなあ。お前の周りに大せい固まって、川の流れる

ように さあーっと行くとこ見たりすると、やっばりお前が目立つて。お前やっばりみんな

に頼りにされてんのんちがうか．

猿 そらな、いうたら何や（ナど、わしは（ナっこう頼りにされてた思うで。ただな、その9員りにさ

れるちゅうのと、わしが常に群れの遊動をリードする、連中が特定の個体にのみリードされ

るちゅうのとは 話が別や。さっきいうたようにな。それから始動の時に特殊な意味をもっ

た•一定の合図が出されるいうのもうそや。事実としても考え方としてもな。わしが頼りにさ

れるような時はどんな時やいうたらな、それは、みんなが共通の不安iこおそわれるような時

ゃ。外敵の接近もそうやけど、薄8月薄暮、霧や風雨、晨作物荒しに行った時、かくれ場のな

い開けた喝所を横切る時、こんな時はどうしても、みんな不安やわな。力が強うて経験の豊

かなもんのまわりに みんなかたまりたがる。自然な気持や。そうやない時は、それがふだ

んの時やけど、のんびりして、広々と散開してる。おとろしいおっさんの側はがら空きや。

これも目然な気持ちゃろ。おっさんの姿が見えんでも気にせえへん。
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学 そんなもんかなあ．いやそんなもんかも知らんなあ．次は警戒警穀の話やけ（ど、あの有名な

＜こクワン＞＞ちゅう声が特別の意味・一ー危いぞ、気を付9ナえ一ーやないとし•わら、どう

いう声やねん。

猿 これもあとでまた話さんならんことや（ナど、何ちゅうことないねん。思わず出る声やo外敵

か、外敵てのうても、めったに見ることのない、（ナったいな、気色の悪いもんに出合うたと

か、音聞いたりするやろ。緊張が舜笥3勺9こぐわっとたかまったら あんな声出よるねん。ど

んな奴ても出しよるて。こどもかて出すで。そや1tど、わしらぐらい海千山千というか、胆

も太いわ、面の皮も厚いわ、尻だこも硬いわちゅうもんやと びっくりしても おびえて縮

みあがることはない。意識せんでもすぐ次の事態に具えて、次に何が起．：こるか 見きわめて

対処しようちゅう態度がとっさのうちに出る。そやから＜こクワン＞＞、＜：クワン＞＞いいも

って、油断無うあたりを見まわす余裕も出る。お前らかて「火事やあ」でわめく時！こ 同じ

叫び声ても、火に水か！ナもっていう奴、逃げもっていう奴、座りしょんべんしもっていう奴

いろいろあるやろ。そやから、あかんたれの＜：クワン>>はたいてい無視される（ナど、わし

らのは、おびえの感情が抑制されてるぶん効き目があるねん。あのおっさんがあない緊張し

てんねんから、こらよっぼどや、とみんなばあーっと逃げるか、さあーっと隠れるかする。

ここに反応の差はある（ナど、もとは一つや。発声者の気分や。警報やあらへん。

学 はあ、なるほど、＜わしいことはあとまわしにして、次12仲裁と懲らしめや．

猿 けんかしてる奴がおるやろ。そんなん見たら、わし無茶苦茶腹立って来るねん。何てて、（ナ

んかする奴 興奮して怒り狂うてるやろ。攻撃注の固まりの、むき出しの、権化や。ニホン

ザルの性分として｀自分よりあかんたれの奴が目の前て攻撃注むき出しにしてるのん見過せ

へん。この緻．鬼何さらすんCやあいうて、とびかかる。どっちが悪いか、ょう見て、冷静に

公正な判断を下す気やら、根っからない。

学 ちょっと待て。それはまあええけど、お前らのけんか、いつ見ても一対ーとは限らんやろ．

けんかしてて負（ナかかった奴が逃(1出したら、その後から相手と、それに介入する第三者の

もっと強い奴、まだ強い奴、更に強い奴と三匹も四匹もの奴が追いかけて行く時があるやな

いか。その寺最後につかまってやられる奴は 一番弱い奴一匹や。みんなから集中攻撃受け

て、どえらい目にあわされよることあるそ。お前の説明やと、優位のオスは、けんかしてい

る奴のより攻撃的な方に腹立:1:"るねやろ。すると後から追うて来た連中は、次々と前の奴の

けつに食いつかんならん理屈とちがうか？

猿 そない簡単にいうな．そういう時は、また、もっと複潅（こなるねん。二匹のうちの攻撃的て

偉そぷ 9てる方にかみつく心理の他に、悪びれて逃走しようとする奴に対して腹立．てる心理

と、優位者との共感を強調しようとする心理が働くねん。

学何や。ややこしいな。ほんまかい．

猿 ほんまや．お前らにかで、だしぬ：ナに逃11出す奴は、怪しい奴や、曲者や、挙動不審や 何
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そやましいことのある奴やないか、ちゅうて疑う岡っ引き根性みたいな心理の働きはあるや

ろ。強い奴が近づいて来よった時に、いきなり走って逃げようとすると、たいてい強い方の

攻撃r生を誘発する。この時にやな、弱い方は、悲鳴あげるかだまってるかや（ナど、強い方は

必ず大(1さな威嚇の＜＜ガ・ガ・ガ＞＞を発しながら追う。そこへいろんな奴が介入して来る。

こいつらは逃げてる奴に対しももちろん腹立てるけど、追うでるもん同（土で、顔．兄合亡て、

攻繋目標の一致と怒りの共感を互いにたしかめもって追うことがある。お前はより強いもん

頃の介入のこというてたげど、．逃げてるもんより強かったら、介入の順番i:J:どうでもええね

ん。．肝心なことは、自分がキツネ狩りのキツネにならんこっちゃ。かしこい奴は、追いか（ナ

られもって、途中で事件と関ヽ9系ない弱いもん見つけて攻撃して、キツネの役なすりつける、

てなこともしよるて。スリが人ごみの中で大せいに追われてて、自分もみんなといっしょに

「スリやあ」て叫んで、うまいことデカから逃げたりするのと、同じようなもんかな。この

へんの騒動の話はお前のいうてた＂仲欺’'の話から｀＇懲らしめ’'の話になってまうけど、こ

れも、さっきからいうでるように＂自分の目の前でえらそぷってる奴（ナた（そ悪い”気持ち

と＂急に逃げ出す奴（ナたくそ悪い’'気持ちと＂わしも追いか；ナでる強いもんのなかまに入っ

て｛葦そぷりたい”気持ちと、これだけの、あんまり高尚とはいえん心理の渥み合わせや。ま

ぁ、お前ら学者も含めて人閉の世界でも、いちばんありふれた心理かも知：h.んなあ。まだわ

しらの方が、銭欲しや、と権力指向が無いだけましや（ナど。

学 お前の話は いや味がいつもおまけについてるなあ。そうすると、 ＂仲裁”も＂懲らしめ'’

も、現象の正しい把握の表現とはいえんということか。次は六番目の問題の、お前の存在が

群れのまとまりのもとやとはいえん、ちゅうことやが、これは、さいせん半分ぐらい聞いた

な。だいたいはわかったけど、お前のリーダーシッブやとか、他のサル共のそれに対する追

道のせいやないとすると、サルの群れはいったい何でまとまってんのや．

猿 これも さっき半分ぐらいいうたと思うけど、ごく簡単1こいうと、わしらニホンザルは、元

来そもそも群れをつくってまとまるもんなんや。それが本性やな。他のやつについて行こう

とする性質が 生まれつきある、ちゅうのがその半分ゃ。

学 あとの半分は何や？

猿 もう半分は、サルには、生まれつき 他のサルと関わり合おうとする性質がある、ちゅうこ

とや。この二つの性質、つまり行動上の生得的な傾向があるさかいに、サルの群れは常に、

世代を越えて保たれて行くねん。

学 ＂ついで行こう’'と＂関わり合おう’'とが群れの形成と維持のもとかいな。拍•子抜（ナするほ

と 簡単な話やなあ．

猿真理は常に簡3月なもんcゃ。

学 えらtうにいうな。ところてその簡単にして明澤な真理や（ナどな。どないして立証てきるね

ん．
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猿 それも簡単や．生まれたてのあかんぼが居よるやろ．その社会的に全く無経験なあかんぼの

成長して行くとこを じいっと見てたらええ．あかんぼどもがどないして母親から独立して

行くか、どないしてあそび•i中渇をつくって行きよるか、どれくらいの時期（こ母親以外のなか

まの勲きにつられで動 ・きよるかを連；涜現察するねん。そしたら、びっくりするぐらい早うか

ら、さいせんいうてた二つの生得的な行動頃向が出現することがわかる。くわしい;:_Lはま

たあとで話して間かしたるげど、今のところはこれくらいでええやろ。要するにお母はんと

か池のおとなが改めて 一々教え込まんかて、リーダーたらいうもんが力み返って引っ張り

まわさんかて、群れは自然とまとまるようにてけたあんねん。

学 そんなもんかなあo七番目と八番目とは今までの話に部分的・：こ重複するから、またあとて聞

くことにして一一聞いたかてどうせぼろくそ（こいうだけやろ（ナど一一、最後に聞きたい

のんは、お前が群れを離れたいきさつや。ゎし流にいうと L 1のソリタリー化の話を間こ

やないか。できるだけ包みかくしのないとこで ひとつ頼むわ。

猿 ・心配すな。包みかくしやする程大層なこと何も無いわい。お前こそ わしの話をわい曲・せん

と いうた通り正直にそののぞきの憬面に書かなあかんぞ。学者の取り得いうたら、あって

それくらいのもんやさかいな。

学 一々腹の立つこという奴やなあ。どうてもええ 1ナど、 ＂のぞきの帳面”いうのは止めてくれ

へんか。これ11な、フィールド・ノートいうねんぞ。

猿 かめへんで。いい方変えたかて 中身の質が向上するわけやなし。

学 何なといえ。早速聞く（ナど、何ぞ群れの中て：お前が群れを離れないかんようなことても起

こったんか。

猿 いや、別にこれというてないけど、お前のいうその＂何ぞ”には、たとえばこんなこと ち

ゅうような想定が含まれてんのんか？

学 いや、ごく一般的iこいうてやな、お前とだれか主立ったやつとの間の直接的衝突一｛ナん

かがあったとか・・・・・・ 0 . . 

猿 あ、そういうユとか、それはなかった。あったとしても、それてかりにわしが負（ナたとして

も、わしの方に出て行く気がなかったら、出て行かいでも済むこっちゃ。

学 池（こ体の調子が悪いとか、ストレスがたまって、自律神経失調症（こなったとか・・・・・・

猿 ないない。元気なもんや、会社人間やあるまいし。

学 好きなメスにふられたとか・・・・・・

猿 あかんあか、ん、今何月や思でんのじゃ。発i青期やないで。お前ら時無しといっしょにせんと

いてくれ。

学 そうか、まあ、こんなことぐらいしか想定のクネはないねん（．ナとな。追い出されるにせよ

追ん出るにせよ、出て行かんならんような社会的圧力ちゅうか、規制力らゅうか、そんな力
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が働いたという事実はないということか．

猿 ない、少なくともわしが、こらかなわんな、と思う程というか、こたえる程には働かなんだ

というこっちゃ。とにかくやな、素朴な力学的世界観の短絡的なたとえ話としての、個体間

の引力や斥力を想定して、それから社会的諸関係を説明する悪いくせが、お前にもまだ残っ

てるようやな。学者がその程度やから、素人は、iよなれザ）レいうたら＂村J＼分”（こされたサ

ルや、と簡単に思うてしまうねん。しかもその手の発想i.:.9ょ＂体制＂としての ・"群れの意志”

みたいなものがその成員としての個‘•本を規制するもんや、ちゅう祖雑な国家有機体説の粉末

をふりかけた全沐主義的親念論がからんてるわな。この現念論は さいせんの素朴実在論と

元来わりと相生がええねん。気いつけなあかんで。

学 ・わしは唯物論者のつもりやってん（ナどなあ。

猿 さあどうかなあ。せいせい素朴実在論程度のもんやないか。そういうのは「ユイブッロン」や

のうて「クダモノロン」ていう（ナどな。

学 何ちゅういい方や。ところで、お前は追い出されたとか、余儀なく出たのやないとしても、

そもそもサルが群れを出る時に、追い出されるいうことは、あるのか。

猿 わしの知る限りないな。群れを出て行（サルは、ー一これは専らオスや｛ナど一一老いも若

きも、自分から勝手に出て行くねん。自発的にな。

学 ということは、お前もそうやちゅうことになるが、しかし L 1で一群五〇匹ものサルども

のかしら務めてたほどの奴が群れを離れる。群れから見ると失なう。あたら逸材を惜しい、

という気もするがなあ。

猿そやから、リーダーの話のとこで、そない大層なもんやないていうたやろ。あとで群れに出合

うたら、ょう見てみ。ゎしがおったころと遊動の様子はまったく変っとらんはずや。そんな

もんやて。逸材ていう（ナど、その逸材かてよその群れから来ることもあり、また別の群れに

入ったら、そこでまた、経験が役に立つ.:::ともある。わしは、今更逸材やいうておだてられ

たかて、何もうれしない。今は天下の逸民で居れる方が、ょっぼどありがたい。

学 すると、その逸民志簾員が、お前の出奔の原因か。

猿そうそう。

学 （也にほんまに何もないのか。

猿 他の連中といっしょに歩きまわる気がせんようになってな。別にそれが愉快でなかったから

やない（ナど、ひとりで気ままに、うろつかしてもらおと思ただけや。

学 どこぞ 他の群れのいてるとこへ行くとか・・・・・・

猿 別；こそういう気も今のところはない。以前にそんな奴もおったけどな。その気になれば、ど

こへ行くとどんな群れに合うかは知ってるさかい、そうすることもてきた。

学お前らの群れは、しかし よそもんを簡単には入れんやろ。
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攘 そら簡単には入れん。ゎしらの群；れは、そういう意味ては閉鎖的やさかいな．しかしとことん

拒むかいうたら そんなこともない。お前かて知ってるやろ。そもそもわし自身、三年前；工、

よそから来たはなれザルやった。その前はいでた群泊感とぴ出'..,た時も気分的（こば、今度の場

合と似たようなもんやったけど、すぐここの祥れに出合うて、しばらくついてまわった。結果

的 9'こは何か月かたつうち群れに入りこんで、逸哀から逸材候浦に変身した（ナどな。

学 それ（こしてもし 1ともあろう VIPが、ょうすらっと出られたなあ。

猿 リーダーちゅうような うっとしいもんと違ういうてんのに。前にいうたようにやな、お前が

以前信じこんてた通りの“リーダー＂にいつもみんなが注目してあとをつけまわしてたら、

一番強いサルは、はなれザルになれへんやないか。．わしかて置いて（ナぼりになりかかった話し

たやろ。あんな時かて、まあチャンスの一つや（ナど、今度のはもっと計画的て、さりげなく

やった。休息中に、そのへんでちょっとした物音のもとを調ぺに行<• ようなそぶりて 消えた。

行くとこ行くとこ連中に、金魚のうんこみたいについで来られたら そんなことはてきん。

｛以下次号）

8 8 1 



畠酌歌、し、正体学

上市 米

ある序（こいわく「やまとうたは、人のこころをたねとして、よろづことのはとぞなれりける」

(1) 春過ぎて 夏来るらし 白妙の 衣ほしたり 天の香来山

持統天皇の作。『万葉集』巻ーに出る。『小倉百人一首』の第二番に見える歌である。『粁古

今和歌集』に拠った『小倉百人一首』では、

春過ぎて 夏来にけらし 白妙の衣ほすてう 天の香具山

と改ザンされ、編者の洗練のオをひけらかせた小綱エぶりがヒンシュクを買っていることは、

夙に有名。もちろん世の常で、この評債に異謡もある。 9万粟集』の元歌を、

春過ぎて 夏は来ぬらし 白妙の衣さらせり 天の香具山

と訓んだものもある。大田甫歎（別号を、璽山人、四方赤良、寝惚先生）の『狂歌百人一首』

の中では、

いかほどの 洗濯なれば香具山に 衣ほすてう 持既天皇

と解しているが、勿謡これは下種の勘繰りである。現今ではパン‘‘)とかショー‘`)なる代物がま

ガり通っているが、純性を尊び正統を寡じるなら白妙の長布が本物である。一昔前までは津々

浦々の軒先や船塙を飾って浜風潮風にはためき、都の大学にても殊の外に生物水中生態研究に

眈滋しているあたりの窓という窓には派旗よろしくひるがえって威風学風を切り、夏の到来を

告げる風物詩として毎年のごとく篇闊の三面を飾った。水中生物研究はアリストテレスの昔か

らというが、潜水憬を使って潅中で生物を観察した最初の学者はミルヌ・エドワーズで1844年

暮のことだという(J.Dugan、『HanE><Plores the Sea』)。 8本で最初に水中に潜った学者

は某さんで、某さんが初めてスキューバを導入し、今年になって最初に長布を褐げたのは某研

究室で、よろづ初めてならざるはなく、夫故t:NEWSなのであり、画期的なのである。しガ

し、今時は画期的なのだと露骨にことのはにしなければ、画期的とはされない。天女の羽衣と

いうのは実はこの長布のことで、だからどうしても返してもらわねばならなかったのである。

洸石に高貴の持戟天皇は奥床しくも確かとは言えず、そのこころを恥じらいを漂わせつつ白妙

の衣と表現したあたりに、万づこころをたねとしてことのはとした世の純情さが窺える。

(2) 年のうちに 春はきにけり ーとせを こぞとやいはむ ことしとやいはむ

『古今和歌集』の冒頭の歌。在原元方の作。観念的な技巧に走った駄歌であるという。どうで

もよいことをもったいぶって蒙の道などにことよせてもっともらしく感じた風に言うあたりが、
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古今的であるとされる。しかし、＊当はどうでもよいことではなかったのである。請生の籟文

提出の瑚9員が迫りつつあったのである。．泉年暮の某eまでに提出せよと言われていてそのつも
りでいたのだが、旧層でならば起こりうることに気付かなかったうかつさに麟を噂む。今年が

今年ならばまだ十分間がある。あそこをもう少し突っ込んで調べ、あれとあれとを検討して、

いい誼文が出来そうだ。だが、今年が去年なら来年の響はもう来てしまっている。大変なこと

だ。だが1寺てよ。去年の春の次の暮が今年の書で、その次の春が来年の春の筈だ。だから、今

か来年の春である筈はない。しかし1寺てよ、間題はあの教授がどう考えているかだ。あの顔付

だから、どんな燕茶苦茶言いがかりをつけてくるか、知れたものではない。一体、本当に、来

年の畢というのは何時になるのだ。骨えが混乱を励起し増幅する。乏しい判断力と自制心をも

失って、あろうことか最悪の拳に出る。恐る恐る指導教授に相訣したのが、この歌の本意であ

る。指導教授のしたり顔が坊彿とする。秀歌である。

(3) 鳥の音の なべて闊えぬ山にしも なれはなきける 郭公哉

『新葉和歌集』巻三に出る。「住吉社三百六＋香歌合に、動物夏」と題し、よみひとしらずと

ある。知られたくなかったのであろう。ここにいぅ r山」は、丸頭山だとか毛沢山だとかいっ

た名指して9艮定される個別特定の山ではないとされる。 r山が見えた」、「山を越したJとい

う、あの山である。だから、それ自体の姿はないが、その内容となる情景は焦穀にありありと

想い浮かべられるものだとする。稔称的な山というのでは歌意を失する。けだし山とは何かと

間うてその汲明を字典や辞典（こ求めるにおよそ観念的で、こうした解説に汲々として悦に入っ

ている学者が、実のところ山を見て山を見ずであることを如実に物語っている。 r山には木が

ある」といった客観自熟的を装った記述ガら、山というものには木というものがあるものなの

だという燕主体的な公式籟が引き出され、 r人と自然の共存Jというような表現で、ヒトとい

うものは等しく酸虔に自然を皐び共存することを希求しているものなのだという幻想を弥漫さ

せる。

論共に あはれと思ヘ ・山桜 花よりほかに 知る人もなし

（『金葉和歌集』、大僧正行尊）

世の中は とてもかくても 胃じこと 宮も醤屋も はてしなければ

（『新古今和歌纂』、蠅丸）

共感から一体観や同一視に験導する。山でもそうである。ここの山は矢張り、知る人には生き

生きと染み染みと想起される情景があるものでなければならない。さてこそ、 r郭公Jである．

一般には字数から言っても、＊トトギスのこととされる。本トトギスは、どこでも夜も昼も恥

らいもなくのぺつまくなしに嘩き叫ぶので有名である..'稟球団の応援がキトトギスと徒名され

る虞縁である＜ー謹にはオトトギレズがな葦ったものとも言われる。習性に虞来するとするは
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訊解）。ところで、たとえば E．国霞大辞典』にも打まととぎすの異名とずるが謳用j：とあるよ

うに、 r 郭公Jば•その字のどおりカヅコウを指すものであろ。＊トド，ギスと同類のガッコウは、

竺物分類学の祖のリンネピ学名をもらった由猪ある鳥であるから、・軽々には嗜かない。別名を

カンコドリ（閑古鳥）というように急口というより寂びしく暗いのである。であるのに、ここ

ぞというときには突捨子もない声を発っする。とにかく存在を主張しておかないと影まで薄く

なる。 rここが山だ」と息をひそめ限をこらじて事の撹移を見守っているときに、噂く。また

おまえか、こんなときに鳴きくさって、と慣瀾とも怨喧ともつかぬ詠歌。そう解すると`•• この

「郭公」はホトトギスではあり得ない。仮に字足らずとなっても、それは覆てしてのことと見

られる。そしてそうならば、この r山」は是非とも具体性のあるどこかの山でなけ．ればならな

くなる。それは一体何処であるのか。こうした思憎のあやなす深い内容を秘めた歌である。

(4) 千はやぶる 神世もきかず 籠田JII から紅に 水くゞるとは

『古今和歌集』巻五に出る。在原業平覇臣の作。『小倉百人一首』にも入る。息崎器沼(J)『-

夕話』には、「行乎業乎兄弟にて、歌詠みの名は兄の行乎よりも勝られたれど・・、その行状は雲

泥の遣ひなり。兄の行乎は経済のオありて国家に益ある事を考へて、もとより心正しかりし人

なり。弟の察平は体貌閑讀とて姿かたちは雅びやかなる美男なりしかど、放綬にして拘はらず

とて身もちを我が臼にして物にか＞はらず、国家を治むべきオ学はなくして和歌をのみよく詠

まれたる由、三代実銭にも記されたり。」と述ぺられている。国家に益とは政府の財政収入の

ことである。兄行乎は官僚として功を立て、中訥言にまで進んだ。文章博士管原潰公をはじめ

とする文人は、重用された嵯峨朝が終わると疎しく思われる。政界から謂れていった中に莱乎

もあった。管理臓的指導者たらざるを得ない状況を歌の道に逃遵したというのは卑俗な解釈だ

が、翼相かも知れない。謡の社寺を公にすぺしという。寄進金を受けたるからには税を上納す

べしという。つまり、公にすべしとは上納金を確保する口実にすぎない。坊主神主丸儲とは言

条、兄行平ならばともかく弟業平には耐え類しと映ったであろうか。官婁乎は失格であった。

また『ータ話』（：言う。 r伊勢物話はもとより作り物翡なれど、菓平の色を好みて放蕩なりし

事を濃りて書きたるものなれば、かの昔男何々と書きたる中には業乎の所行の実寧も多くまじ

はれりと見えたり。さりとてかの物捐を皆ながら菓平の事とせば、大いに事実を誤るべし。中

にも伊勢の斎宮の侮事、二条后の御事などは実事にてもありけんかし。さやうの訊ちありたれ

ばこそ、正しき王孫ながら官位の昇進もはかばかしからざりけれ。Jと。恒武天皇の皇女を母

とした業平は、婁するにほんの少々あからさまに、女性にだけ優しかったということである。

やわやわと おもみのかかる 芥）II

さらに、『ータ話』は、 r長明の無名抄に、業平中将の家は三粂の坊門より南高倉より西にて、

高念喪に近くまで侍りき。柱なども常にも似ず茅巻柱といふものに侍りけるを、いつ頃の人(/)
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しわざにか後に例の柱のやうに削りなしてなん侍りし。長押も皆まろに角もなくて、まことに

古代の所と、見え侍りき。中頃晴明が封．じたりけるとて火にも煉けずして久しくありけれど、

世の末には甲要なくて一年の火に浪け．iこけりとあれば、複倉将霊の時代までもその家は残りて

ありたると見えたり。」と伝える。今の世に残っていれば観光資源にして田舎者を集めて金を

捲き上げてと思惑が湧く。本歌の意．は、古典落藷の『干早ふる』（：詳績を極めているので省く

(5) 筑波頴の 靖より落つる 男女）il 恋ぞ積りて 溝となりぬる

『後1塁和歌某』恋巷三（こ採る陽成院の歌。帝業に背かせ結う御振類の故に大上天皇の尊号を奉

られて御位から落し参らされ、陽成院に龍め奉られた鳩成天皇である。寵愛する巨潰力士男女

JIIが小兵筑波領の寄りに屈して饒くも土俵下に転沼し、黒星漏く重ねるのを見て傷心の漏に沈

んだということだというが、あてにならない。無騨に夜魯卓を囲み、来い、来いと恋い念じて

自撲る甲嬰もなく、）IIには棺て牌が並んで、箱てんに転落する患衷を詠んだというのが真相で

あろう。昭和の世には、 r雀の合は対だから、対（こ頑れて洟されて、死ぬほど楽しい夢を見た、

後はおんぼろ、後はおんぼろ、あ＞、今宵またしのび寄る、甲骨のプルースよJと噴うことに

なる。殆ど病気だゼと言われるほどの中壽であった。中壽とは、「生体が薬物・壽物・壽素な

どの作用により、 1夷精にはその生命を危険ならしめる症状を呈すること、広義には非合目的な

反応を呈することをいう」と、『医学大辞典』（南山堂）は定稔する。『言林』、『広辞苑』

『日本国語大辞典』や『生物学辞典』なども同趣の註明をしている。『 8本国語大辞典』には

別義として、 r（比喩的に）周囲の状況などになれすぎて感覚などが麻痺していること」とい

う解を示している。これがどう比噂的なのか理解できないが、こちらは明らかに『医学大辞輿』

の与える麻薬中壽、アルコール中壽の定義の趣である。即ち、 r麻薬を長期間使用する際、債

人差はあるが段々とその量を増し遂には麻薬を使用しなければ正常な生活を営むことができな

い状態に至る。かかる状態を麻薬中壽という」とする。中壽によって非合目的な反応を呈する

が正常な生活ができるという点は理解できる。紫煙をくゆらせコーヒーをすすりながら肇を滑

らせた謡説などは、正常な精神による非合目的な所産となす。一寸喫茶店へ行くにも片手に 1

冊の洋書、片手にt嘉色蛍光ベンを携える所作は、駐いもなく勉強中毒の発作である。机の上が

整理整傾されてしヽると思考が停止するというのは、一種の場所中壽である。古来、人麻呂にし

ても道真（こしても、地方へ飛ばされた役人遠はそれまで自覚しなかった緯踏中壽の禁断症状に

苦しんだ。幸か不幸ガ大掻の町には祇園と呼ばれる一角や譴座と名の付く路地があったし、燕

ければ作ればよかったので、そこで郡会の繁葦を倶び郡落ちの愚緬をたれ本庁旗を璽って地渇

を愛でて漏みを和らげることができたが、後で一層の禁断症状を味わうことにしかならなかっ

た。綿の味への輛ち謂い想•いに苛まれるのは、食中壽を併発している証であるが、それが王輯

一千年の洗練の果ての味覚癒労に起因するものであることには気付いていないようである．孤
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独の42.195kmに諸るマラソン選手は、ia走るのを怠ると 10日分筋力が鈍るので雲

8績習をするのだ、とまことしやかに説明されてしpるが、実は碩労中壽にかかっているのだと

いう。某大学の体育の教官で耀かしい選手歴をもつ人の話・だから、本当の事であろう。 S県B

研究所の某幹部研究員の最近の体験的研究によれば、疲労によって実はモルヒネ様の物質が溢

生され、燕意識にそれによる快感を追うためだという。詳生相のバッタが飛び絨けるのも同桟

の機情によるものであろうと推測されているが、そのような視点からの研究はないそうである。

嘘でなければ、重直麻か緩筋、あるいはその周辺の應液を調べてみれば、何らかの手掛かりが

得られる筈である。アラク体（咽喉側陳）が闊与していることも十分考えられる。アラク体を

取り出すのはそれほど困謹ではない。みの虫のアラタ体は三角巾状に半透明の光るような繍胞

が並んで美しい。大体、頴闘一偏一偏は美しいもので、それが沢山寄り纂まるとどうして璧く

なるのか不思謁である。 K大学0博士の輸拗な硝究によれば、貪沢丸ノ内讀山を帳憾（こするガ

マ遠には指を詰めた奴が無教にいるそうだが、それは騒いもなーく指切中壽に陥っているからで

あろう。切傷によって指にモルヒネ様物質が麿生されるかどうかは判っていないが、もしそう

だと判明すればそれを採取するための指切が公悠産業化すること請け合いである。その諸果は

想像に難くない。指切中壽が脳髄に転移したのが安請合である。一霞引き受けるとのっぴきな

らなくなるのがその症倶である。何窪も何度も警察の御厄介になるのは再捐中壽と言われるが、

指切中壽には再捐中壽が随1峯するのが常である。それによって正常な生活が謹持されているの

であるから別に問題はないようであるが、何か気になるところでもある。最近はアルコール依

存症など呼んで一部の中雪を他の中壽と区別する働きがあるが、依存症と言葉を変えてみたと

ころで中身は変わりはしない。遍く万物の中奮および中壽の相互関係について究めておく必墨

がある。自熱界の不可思謁の瀑に泳がせる歌である。

(6) けふよりは 力‘へりみなくて おおきみの しこのみたてと いでたつわれは

『万璽集』巻二十、今尋部与曹布の歌。年霞が所たまって一日の役務が終わった帰路、中年を

過ぎて少々醜くくぜい肉が付き始めた身の、どちらを見ても新頼の学生ばかりの溝員の牛軍に

揺られて立っている苦瘍を詠んだ。懇年とか実年などと腐ったような言莫を作ってみたところ

で、、本質は何も変わりはしない。この歌を忠誡心の吐露と解するのは、御時勢の為にするもの

以外の何ものでもない。もっと、言葉を純真な気持で受け取るべきである。それはどういう恵

味か、などと問う悪癖が慣いになると、無用の騒心をかきたてるだけである。本当だと断わっ

たのでは足りなくなって、あの高い環の中では本当の本当と言うそうだ。一般に大学では、ほ

んまに本当のほんまやでと言って、さらに手撮り身握りを添えなければならないという。大江

山に棲んだという酒呑重子は、；目を飲み過ぎて覗山を追われた僧というのが定説であるが、本

当の正体は vonStein-Dodgeとか vonSte1ndeutschとかいう名の紅毛舅人で旅行家だったが、
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遭謹して丹後に漂着したのを土地の人が尋ねて、• その赫ら頼ガら遺想して表記したものだ、と

ある歴史小説家が書いている。各地に出没した天拘の正体は、修験者などの少しばかり秀でた

笞者が慢心を起こして悪道に陥ち切れずにいる者という。万愛仮名ではモノにえの字もあてて

いる。幽霊の正体見たり枯尾花、即ち閾雲というのは本当はススキの穂なのだということであ

るが、正体が見えてしまえば呆気ないものだという悟りめいた戒めも籟められている。とはい

え、寧ほど左様に間単ではない。風雅の正体はヴィルスだというが、正体が判ってたからとい

って風邪が呆気なくi台るというものでもない。得体の知れないキノコなどはその正体が躾われ

たものだ。芸州の田舎ではマツタケのことをナパと呼ぶ。何となく正体不明の為感がにじみ出

ているのがよい。マ＂）タケは年々閏心円状に広がって生え、その中は不毛地帯となるそうであ

る。あのシラクモやゼニムンを想起させるが、それもそのはず、おなじ薗頻だからであろう。

そのキノコの正体は実は菌糸であると訊明されると、はて、キノコは実はキノコではなかった

のかと湿乱してくる。生命の正体はさしずめ二重螺旗糸ということになるのであろうか。なら

ば正体ではないところは何なのだ。仮体だとはけったいなと駄じゃれでは済まないよ、これは。

r例えば赤い花があるとすると、われわれはこれを、くこの花は赤い＞と表現し、主話となる

く花＞という亭物が、述語である＜赤い＞という性質をもっているものだと考える。こ0(J)よう

に、性質をもつその当のものと、そのものに所属する性質自身とが区別され、この区別が基準

に揚えられると、前者は19立に存在しうるく実体＞であり、後者は実体に所属し実体に依存し

てはじめて存在しうる＜属性＞であるという考えが、そこから生まれてきます。J、「属性と

してのさまざまの性質と＼その担い手（基体）である実体との負IJ謂となり、実体（基体）その

ものはいっさいの性質（債値的な性質も含めて）から狭立した、いかなる述籍的規定にも染ま

らない燕垢でニュートラルな何ものかである、という見方に行き着きます。」（藤沢令夫、

『ギリシャ哲学と現代』）。冥体と属性のカテゴリー分けを進めたアリストテレスのく主籍・

述語＝冥体・属性）の把慢方式は、ひとり歩きするようになってから後世に与えた影害力と規

制力にむしろ重要性かあったという。このような経緯からすれば、種の風性とか群姦の逼性な

どという量性は多分に間題をはらむことになる。正体が別にある場合と、それ自体が正体であ

る場合とがあるのであって、いつでも別に正体があるのだという．II.iiしたドグマに捉われてい

ることが、そもそもの訊りなのである。それが、知的水準が抵いと言ったのは鼠意ではないの

であって、それは話の前復の廉繕を見て頂ければ判る、というような見えすいて興的な弁解を

見過ごしてしまう低い知的水瀑の文明社会を作ってしまう。前復の廉絡を見れば益々明白に、

それ畠体が正体であって、別に真意のある筈がないことが判る。やはり、言葉は正直に受け諏

るぺきである。素直な心を忘れては、人の心に触れて感慨を共有することはできない。ともす

れば歪幽されがちな平明な蒙心の王体を襲える蒙である．

887 



金沢城明け渡し具聞 (2)

一金沢大学総合移転始末記ー一

奥野良之助

3. 法文3学部分離に先を越されること

ところで、京大でも東大でも、いわゆる1日帝国大学ては、文化系学部として、法学部、文学

部、経済学部などが存在する。ところが、新制大学である．我が金沢大学は、それらが法文学部と

してまとめられていた．したがって法文学部の先生方は、 3つの学部に分離独立することが、さ

しあたっての悲願であったわけである。そうしてはじめて、 9日帝大と形式的に肩を並ぺることに

なるし、教授・助教授のポストも増えるから出世もできる。理学部のドククーコース要求よりも

切実てあったかも知れない。そこで法文学部は、理学部のドククーにわずかおくれて、 3学部分

離の要求を出した。

学科増、学部増、巨大機械などの要求は、年に1度出す「概算要求」にもりこんで文部省（こ

要求することになる。いくつも要求を並ぺても、そのうち通るのはせいせい 1つしかない。そこ

で、出すときの優先順位でいろいろとかけひきが行なわれる。このとき、法文学部はいかなる手

を使ったのか、先に出ていた理学部のドクターをさしおいて、法文3学部分離を文部省に認めさ

せてしまったのてある．

エピソード 2 

文部省は、大学がつけた順位にしたがって要求を通すことになっている。その前年

まで、理学部のドククーが 1位てあった。すると、今年は法文が何らかの手を使っ

て、理学部の了解なしに順位を逆転したらしい。 A教授は、そこで、夏休みに大学

本部へしのびこみ、書類を盗み見したところ、果して法文が 1位になっていた。こ

れは陰謀だと大いに憤慨されたそうである．現職教授が大学本部に“しのびこんで”

＂盗み見する”というのも変な話だが、当の A教授が自慢そうにそう言われたのだ

から、事実に間違いはない．

淫干•部発浅、爪 Iむ名胆したが、文部省がそう決めてしまったものをとうする..:ともてきない。
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この上は、法文3学部分離をできるだけ早く・片づけて (19 8 0年発足の予定であった）、その

次に期待するほかはない。

ところが、そこへとんでもない難問が糠い込んてきたのてある。

4.文化庁からの横ヤリ

法文 1学部が3つの学部に分離独立するには、その機構も、 3倍とはいかなくとも 2倍くら

いには増やさなければならない。そのためには当然建物を増設する必要がある。城内は狭いとい

ってもまだ余地はあり、何とかやりくりすれば建つだろうと考えていたのだが、いざ増築しよう

としたら、何と文化庁から横ヤリがはいったのてある。金沢城跡は史跡として文化財保護法の指

定を受：ナているから、たとえプレハプであろうとも一切の増築まかりならぬ、といわれたという

ことであった。

さあ大変である。建物を増やさず3学部分離すれば、法文は教官と学生とであふれてしまう。

せっかく文部省が認めてくれたの（こ、 3学部分離ができなくなってしまうのではないか。

ところが、いちばんあわてるぺき法文学部は比較的のんびりしていて、直接関係ないはずの

理学部が大さわぎ（こなった。法文分離が進まなければ、その次の理学部ドクターもさら（このびの

びになるからである。文化庁の虞ヤ！）を理学部はマジメに受けとり、法文は寧態の深刻さを全く

理解していない、と怒る教官も現われた。

この「文化庁の横ヤリ」なるものは、少し冷静（こ考えると、成り立たないことがわかる。そ

の当時にも、そんなことはあるはずないと思っていた教官もいる。法文の教官も多くはそうだっ

たらしい。 1つは、金沢城跡は文化財保護法の「史跡」にまだ指定されていなかったことがある。

いかに重要な史跡てあろうとも、そこに存在しそこで業務を追行しつつある（その内容は問わな

いことにするが）事業体、つまり金沢大学を無視して、文化庁が勝手（こ史跡に認定し、建物を建

てさせぬなどと言えるはずはない。後でわかったことだが、事実文化庁はそんなこと言ってなか

った。将来史跡に指定したいから、建物の増設はなるべくご遠慮願いたい、といった程度だった

らしい。

ところが、少なくとも理学部の中では、ともかく一切の建物は建てられないのだ、という意

見が横行していた。政治・経済にうとい理学部教官の大半は、それを信じさされてしまったので

ある。

エピソード 3 

しばらく後のことであるが、金沢大学評議会が移転を決定した時、石川県知事はす

ぐさま、金沢城跡の利用計画を発表した。何でも、国際会議場をつくるとかいう計．

訳、壮大な建物をつくる予定てあった。史跡指定はどこかへとんていったらしい。 1

I当然、話が違う、と文句が出た。すると、時の理学部長て全学キャンバス問題委員 l 
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長の移転推進派、物理学科の H教授はある会合て、 「大学は建てられないが、県な

ら建てられるのだ」と言われたそうである。

5.移転話の発端

城内に新しい違物は建てられない、城内にいるかぎり、法文分離も理学部ドクターも進まず、

一切の発展は不可能である、というキャンペーンがしみ通ったころ、石川累、金沢市、そして地

元の財界から、 「もし金沢大学に、どこかへ移転する御希望があるのなら、嗅市がその土地をあ

っせんするのにやぶさかてない。土地代金(2、空いた金沢城跡とひきかえてよい」という申し入

れがあった。大学の発展を心から顛っている大学人にとって、こんな渡り（こ舟の提菜（まない。た

とえ少々不便なところであっても、見渡すかぎりさえぎるものの何もない広大なキャンパスに、

全く自由に理想的な理学部をつくる。ドクターをつくろうと、新しい学科を増やそうと、発展の

余地はほとんど無制限にある。その時、理学部教官の多くが画いた図1こ、こんなところだったろ

うか。

もっとも、どんな社会にも、みんなの理想にケチをつげる、いやらしい奴が少しはいるもの

である。そんな夢みたいな話が実現するはずばないよ。たとえ少々広くなったとしでも、建物は

いまより大きくなることiよないし、雪 Iがいまよりもっと深くなるし、周りに喫茶店もパチンコ屋

も飲み屡もないし、そんなところて研究や教育がてきると思うかね、などという。そこて理学部

ては、移転に反対する奴は大学の発朕を順わない｀｀非大学人’'だ、という直1云が行なわれた。宣

伝だけてはなく、建物の増設も事実上ストップされ、たとえば数学科は講座が増えたにもかかわ

らず、建物の増設はされないままて、図書があふれて床が抜（ナそうになっていた。

要する（こ、城内にいすわっていては全く発展はなく、移転さえ決意すれば夢のような大学が

てきるというキャンペーンがうずまいたのである。これといって産業のない石川県と金沢市は、

観光の目玉として金沢城跡が欲しかった。しかし、いきなり城を開け渡せといっては、何もなく

ても誇りだ（ナは人一倍高い大学は、うんとは言わない。ここは大学自身に移転しようと言わさな

ければならない。そして、その筋書は見事に成功したというわけてある。証拠はないが、県市の

筋書（こ、承知の上で乗って踊った大学教官もいたらしい。

エピソード 4 

私の友人のある教官が聞いた話では、県の商工会議所の大物財界人が、 「大学の先

生がこうも簡単に移転話に乗ってくるとは思わなかった」と言ったとか。世間知ら

ずの大学の先生が、海干山干の財界人に手玉にとられたというわけだが、本当はそ

れだけてはない。 「大学の発展」といったもの（こ、妙な色気を出したことが、だま

された恨；；ぶ原因であろう。
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さて、理学部ての移転熱は次第9こ上昇してきたが、かんじんの法文学部はずっと静観したま

まであった。他学部のことだからよくわからないが、もしいま法文が移転したいなどというと、

渡りに舟と城外に放り出され、中央図書館も生協もない、バスも満足に通わないようなへんびな

ところへ単独で行かされ、城内の法文の建わはのこった学部に分け取りされてしまいそうだ。こ

こは当分だまっているに限る、というようなことだったらしい。

3学部分離て当面建物を増やさなければならないのは、法文学部てある。それが移転しよう

と言わなければ、移転括は進まない。そこて理学部は、 “総合移転’'なるものを打ち出した。法

文だけを放り出すのではない。みんな一緒に移りましょう、という案である。しかも、城内だけ

でなく、城外の工学部・薬学部・医学部に附属病院まで含めて、この際金沢大学全学挙げての大

移転をやったらどうか、というところまで話はふくらんだ。といっても、だれも.:.んな話をまじ

めに考えていたわけてはないらしい。とりあえず法文学部に移転を決：意・・させるための、一種の方

便であったと考えておくのが当っていそうである。

エピソード 5 

ずっと後、大学が＂総合移転’'を決めたころ、全学キャンパス委員会委員長て理

学部長の H教授は、理学部教職員に対する説明会を開いたことがある。その席上

こんなやりとりがあった。

ある助教授：総合移転というのは、医学部・病院も含めた全学移転を意味している

のか？

H学部長：そうとは決まっていない。

助教授：では、城内学部だけの移転も総合移転なのか。

学部長：総合移転てある。

助教授：総合移転と単独移転の間の線は、どこに引くのか。

学部長：線は引けない。

H・・学部長1が理論物理学専攻である。その人が、 「単独て移転しても総合移転という」

といった非玲理的なことを言われた＇とは信じ難いが、これは本当の話である。 「あ

る助教授」というのは私のことだから。

5.金沢城明（ナ渡し大評定

こうして移転熱が高まっていった、いや高めていったころ、正確には 19 7 8年 11•月 9 日、

理学部の管理運営について議輪する理学部会（教授・助教授・講師で構成、助手は任意参加）に

初めて移転問題が正式に提案された。 H学部長は、法文学部の8和見て一向に進まない移転問題
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に対し、理学部が卒先して城外へ移ることを打ち出したらどうかと提案した。支持する意見もも

ちろんあったが、何人かの中堅教官（多くは助教授クラス）が、思いがけなく強烈に反対した．

「移転についての情報が、全く私たちには知らされていない」

「事情もわからないのに移転を決議せよといっても、それは無理な話だ」

「移転Iょこれまて一部の有力教授が勝手に進めてきたのだから、最後まてその人たちてやった

らどうか。ただし、責任はすべて持ってもらいたい」

断わっておくが、これらの意見は私が言ったのではない。要するに、移転の話に乗せてくれ

なかった不満が噴出しただけの話である。つまり根回し不足てあった。そしてこの学部会は流会

となった。

H学部長iよそこて、各学科の教室会議で移転問題を繰論せよ、という指令を発した。各学科

てはカンカンガクガク議論したらしいが、私の所属する生物学科だけは教室会謙凍結中 (15年

も！）なので、何の話もなかった。そして、 1週間後の 11月158、再度学部会が開かれた。

各学科の主任は、教室会議の論議の結果を次々と報告した。もめた学科もありもめなかった

学科もあったが、おおむね、 「理学部の発展のためには移転も止むをえない」という無責任な結

論ばかりてあった。前回の学部会で大いに発言した教官も、たっぶり叶青報”をもらったのか、

すべて沈黙した。なおしつこく発言したのは、教室会議凍結中で情報を全くもらえなかった生物

学科の一部の教官だけであった。

生物助教授：引っ越すといっても、引っ越し先すらわからないてはないか。パスも通わぬ不

便な山奥でも引っ越すのか。

学部長：大学がそこへ移転したら、パスも通うようになるはずだ。ものごとはもっと発展的

に考えないといけない。

助教授：学生の意見を全然聞かずに決めてしまってもよいのか．

物理教授：実溌に移転するのば何年も先のことだ。現在いる学主はその時卒業してしまって

いる。その時にいない学生の意見を聞く必要はない。 （ちなみに、この発言をされた

＂民主的’'教授も、弓 1っ越しの時はすてに停年退職されている計算になる）

助教授：移転すれば教官にはある程度のメリットがあるのかも知れないが、職員の方は何の

メリットもなく、場所によってはこれまでの生活がおびやかされることもありうる。

職員の意見は聞かなくてもいいのか。

学部長：職員の生活については、すべて私が責任持って考える。 （移転先に家でも建ててく

れるらしい）

やがて議論は打ち切られ、学部長が提案した次の決議案が挙手で採決された。反対2、1呆留

2の圧倒的多数て、理学部は移転を決議したのてある。引っ越し先も決まっていないというのに。
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キ..,ンパス問題に関する専門委員会 御中

キャンバス問題についての申し入れ（案）

先に理学部会は、

(1) 総合移転が望しい

(2)交通の＇便利なところ

(3) 植物園を残す

(4) 管理運営制度の改悪をしない

昭和53年 11月15日

理学部会

という条件て理学部移転賛成を決定したが、今回諸般の情勢｛こ鑑み、本学部の将

来計画を踏まえた校地校舎を確保されるという条件が満たされた場合は、たとえ

部分移転となっても新キャンパスに移転する用意がある旨を表明する。

しかし総合大学（ことつては統一キャンパスが理想であるのて、昭和55年度法

文学部分離改組発足を前提としつつも、てきるだけ多くの部局が新キャンパス移

転を決定され、なるぺく理想に近い形て移転計画がまとめられるよう要望する。

このままでは理学部のドククーはフィになる、何とかしなければ、という悲鳴の聞えてきそ

うな文章てある。 「たとえ部分移転となっても」、つまり理学部だけてても、広い所ならどんな

山奥にでも、弓lっ越ししますよ、ドククーさえつくってくれるのだったら、というのがこの案の

主旨てある，でも、本当のねらいは、理学部の単独移転ではなかった。独り追い出されるのをい

やがっている法文学部を移転にふみきらせるのが、その真のねらいだったのである。

エピソード 6 

1 1月1~日の学部会て、各学科の主任が「何月何日教室会議を開き、これこれの

意見が出ましたが、結局移転はやむをえないという結論になりました」と報告して

いたとき、生物の主任はいったいどう言うのだろうと、人事ながら心配になった。

主任は、 「先ほど奥野君の発言にもあったように、職鍼の意見をくみ上げるという

問題は大変重要だと思います。それて生物学科ては、 ＇現在職員の意見を聞いて回っ

ております．ただ、まだ発表できるほどまとまってはおりません」と言ってすわっ

てしまった．生物学科では教室会議を解散したかわりに、すべてを教授会で審●す

ろことになっているのだが、それすらやっていなかったらしい。そこで、こともあ l

ろうに私の発言に乗っかって急場をしのいてしまったというわけである．ついて（こi

89a 



言うと、主任が移転についての意見を聞きにきたのは学部会のあくる日だったと、

ある職員が言っていた．もちろんその後、生物学科の職員の意見が学部会に報告さ

れたことはない。

6. 全学的大なだれ現象が起こること

理学部のこのねらいは、見事に当ったのてある。学部会のあと、しばらくして開かれた職員

に対する説明会に現われた H学部長は、溝面に笑みをたたえてこう述ぺた。 「ウイルソンの霧

箱というのがありまして，湿度を飽和しておくと、素拉子 1つの刺激で一挙に霧が発生します。

これを物理学で“なだれ現象”と呼ぶのですが、今度の理学部会の決議は、全学的に大なだれ現

象を起こしました。」

当の法文学部をはじめとして、城内の教育、城外の工学・薬学部がそろって、総合移転だっ

たら移ってもよいと言い出したのだそうである。一時は、医学部・附属病浣まて動きそうな気配

を示したという。どうやら、自分だけ追い出されるのはいやだが、バスに乗りおくれてひとりと

り残されるのはもっといやだ、ということらしい。さすが、 ＂知性の府”てある大学（こふさわし

い。

かくて金沢大学は一気に総合移転へと走りはじめるかに見えた。ことわっておくが、どこへ

移伝するのかはまだ全く話に出ていない段階である。どこへ行くのかわからんが、と（こかく引っ

こそうということになったわけてある。ただ、この全学的大なだれのただ中て、ひとり背を向(t

た部局があった。教養部である。教養部会て議論したのち、 「教養部は現時点ては移転の必要性を

認めない」という結論を出した。

教養部が、そして教養部だけが、移転熱に浮かされた大学の中て、ひとり冷た＜覚めていた

という事実は、研究に1直する現象である.,もっとも、他部局のことだから、本当のところは私tこ

はわからない。ただ、学部が発展し大きくなっても、教養部には何の良いこともなく、迷惑だけ

がかかってくることは事実である。全学部の 1年と 2年（前期）の学生をあずかっている教餐部

は、学生が多くて今でも困っている。これ以上学生を増やされたら、きめのこまかい教育などで

きる（よずはない。以前から教養部は、各学部の拡張計画に反対しつづ（ナてきた。つまり教養部に

出規模拡大による大学の｀｀発展”への意欲に欠（ナていたのである。その意欲がなければ、街の

中心部にある静かな城跡という理想的なキャンパスを捨てて、不便な山奥へ引っ越す気にはなら

ないだろう。人間、欲を持つとものごとが見えなくなる．

もっとも、教養部の反対の中には、もっと深い所で大学移転の危険性を見ぬいていた者もい

た。それは、かつてのツクバ大学！こ象徴されているような、移転を機会とする大学の管理強化と

い・む文部・編uつねらいてある。大学の管理運営、研究教育の内容は、直液それにたずさわっている

各学部（の教授会）が決め、大学当局も文部・省もそれにくちばしを入れられない、というのが、

、sc.
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「大学の呂治」であり、これによって大学の研究教育は、時の権力に左右されず、自由にてきる

ことになっている。むりやり戟争に協力させられた穀時中の経験から、戦後は特にそのことがや

かましく言われてきた。その、各学部の「自治」を根こそぎくつがえしたのがツクバ大学であっ

た．

こうした視点を重視した教養部のいく人かの教官は、移転問題をきっかけに．、学外の有志も

含めて、 「大学のあり方を考える会」をつくり、 「地域と大学と」というミニコミ誌を発行しつ

づけている。すてに 10 0号を越えた．

7・ 全学挙(1ての教養部いじめ

教養部会の決議；ょ、実iよ「移転反対」ではない． 「移転したい学部iれ移転してもらっても結

構てす。しかし、教養部は今のところ城内に残ります」というものであった。これは、 「学部自

治」ということから見て当然である。各学部はその必要性から移転する。教養部は必要がないか

ら移転しない。学部と教養部とがgljの場所にあっても、それほどの支障は起こらない。

ところが、移転したい各学部は、この教養部の態度に激怒した。金沢大学の発展のために全

学挙げて移転しようというのに、教養部が反対するとは何事か、というわけてある。困った当時

の学長は、教養部．だけを城内に残す案を出した。これを「教養の森」構想という。 「教養の森」

9こどんな木が生えているのかはともかくとして、この案は、学部自治という点からは妥当な案て

ある。にもかかわらず、 「教養の森．」は、たちまち根こそぎ抜伐されてしまった。地元政財界に

加えて文部省まてが反対したからである．

つまり、この移転は、大学の発展よりも何よりも、金沢城を空けるというところに第1の目

的があったということである。要するに、 「金沢城明（ナ渡し」要求であった。だから、たとえ教

養部だけでも城内に残ることになれば、県市は代りの土地をあっせんしないし、文部省も金を出

さない。移転は事実上立ち消えになってしまう。そこで全学挙げての教養部攻撃が起こったわiナ

である。それは、 「多数の意見にしたがわないのは怪しからん」という単純なものから、 「教

養部にも何かメリットをつけてやろう」といういやらしいものまて、色々てあった。この清況を

利用して大きな設備をつくってもらった、たくましい教養部の先生もいたようてある。

手をかえ品をかえた教養部攻撃も、しかし、教養部の態度を変えさせることはできなかった。

そして遂に、全学評議会にお；ナる教養部圧殺へと進んでいくのてある。

エピソード 7 

金大教職員組合でも、移転問題は色々と検討した．その検討会の 1つで、最近建誼

省の研究所から工学部の教授に転出してきたある先生が話をされた。 「石川県の大 I
きな土木事業と・いえば、手取川ダムの工事で、これはもう終る。次は北陸新幹線だ l
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が、どうもおくれるらしい．だから、いますぐ移転すれば、相当な金が出る。ック

バのような素晴しい大学fこしようと思ったら、今がチャンスですよ。」何でこんな

i 人を＂組合”が講師にしたのかよくわからぬが、さすがは元建設省の役人、たしか
L に本質を突いている。

生物学誇大事典

コウテンセイキョウジュガンポウショウコウグン（後天性教授顛望症候群）

Acquired Professor-Eagerness_ Syndrome 

この長い名前の病気は普通、頭文字をとって APES （エイブス）と呼ばれていまt

ところが、 「この病気は人間にしかかからないのにk:・P:・E ・（猿）とは（ナしからん！」

と、雲の上の猿から抗議があったという未確認の清報もありますので、ここではエイ

ブストカタカナで書くことにします。しかし、猿にはこれとよく似た病気で、 「ポス

願望症候群」のあることが知られています。

エイブスの第一の特徴は、助教授がよくかかるという点です。しかし、助手も時

々発病することがあります。また、教授はかからないというのが、エイブス研究費分

捕り学会の定説で、名称からも当然そうでなければならないはずです。にもかかわら

ず、助教授時代の症状が後遺症としてそのまま残っているどころか、ますますひどく

なったという例も沢山あるので、学会というのもあまりあてにはならないようです。

エイブスの主な症状を挙げると、以下の通りです．

t.廊下で、しかも大きな声て、学生の指導をする．

2.学会のウラ話［こ精通しているかのごとき話をする．

3• エライ人違との付き合いが広く． て、コネがあるような話をする．

4.留学や国際学会で、何度も外国（特にアメリカ）に行く。

5．．研究費をとってきたという話をする．
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病因Iこついては、世界中で大がかりに研究が進められていますが、現在のところ

ウイルス説が極めて有力であると考えられています。しかしまだ「白さも臼き富士の

白雷」ほどの確証！よないようです。というのは、世界て初めてエイプスウイルスを発

見したと発表した研究者が、助教投だったからです。そのために、その研究発表もこ

の病気の症候群のせいてはないかと疑われ、実験の再現注を確招中てあるという情報

が入っています。

ことほど左様に世界中で流行しているわけですが、このエイプスウイルスの感染

経路は、垂直伝染による場合が多いと考えられています。特に密室て二人きりの時、

教授に頭をなてられると、まず 10 0％感染します。それが証拠に、教授とイ中の悪い

助教授や助手には、決してこの病気は見られません。従って、この病気にかかりた＜

ない人は、教授とケンカしてさえいれ:1大丈夫なのです。潜伏期間は決まっていませ

んが、教授が停年に近くなると急激：こ発病率が高くなります。

エイブスを地球J:.から恨絶することは、教授という職がある限り不可能であると

されています。知られている唯一の冶療法は、教授に出世する可能i生が無い事を、本

人に悟らせることです。その場合、病気の予後は極めて良く、ほとんど数8のうちに

全快することさえあります。しかし、不幸（こして教授：こ出世してしまった湯合には、

まった＜治療法はなく、死ぬか、あるいは停年まで冶らぬ不治の病になってしまいま

す。

エイブスの発症機序や病原ウイルスの性質等については、未解明の部分がかなり

残されています。しかし、すてに述べたように、予防法は確立しており、さらに確実

に流行を防ぐ効果があるとされている手段もあります。それは講座の運営を民主化し

て、教授独裁を許さないことなのてす．特に人事が教授の独断で行なわれるのてはな

く、公開の場で、一定のルールの下て行なわれる必要があります。これだけでは、こ

の病気を根絶はてきないにしても、流行は下火になると考えられています。しかし新

聞・（こよると、大学審議会が設置されて、助手の任期性が導入されようとしているよう

です。そうなれば、ますます教授の撞力が強くなり、この病気もますます広がるもの

と予想されています。
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く編集者への手紙＞

日本生物学会のみなさま

私はただ今00県xx高校の3年生です。来年「カモ」になって大学受験しますが、おそらく金

大は受験しないてしょう（頭がたりないから）。＜頭がたりているから、だろう一会長＞

さて、昨年四月に入会以来 1年が過ぎてしまったのに、会費を滞納してしまったので、学会誌が

第23号以来届きません。ここに 60円切手2枚を同封して、今年の会費といたしますので、新

版ができ上っていましたら送り届けて下さい。なお20円は、手ムのささやかなる寄附てすので、

ご遠慮なく。

最近「朝日ジャー」などを読み始めましたが、学会誌のほうが読み：：たえがある一ーわけない

ですよね。会長をはじめとするみなさん、死ぬまてがんばってください。＜死んだらあと頼むて

ー会長＞ さよなら。

会長からの返事

学会誌が届かなかったのは、会費滞納のせいではない。 23号以来発行していないからである。

ないもの1が送れない。会員になってまだ8が浅いから無理はないが、そんなことにおどろいてい

ては、当会会員は勤まらない。もっと精神を大きく持ちなさい。

表紙のオニさんが可愛いので入ることにしました。＜そんなことで入ってもいいのかねー会

長＞ たかだか問合せの往複ハガキー枚でパックナンバーを 20冊も、 350円もの大金をか

けてただてくれるとは夢にも思いませんてした。＜それが会長の悪ラッな手なんだよー第 3

編集局長＞ 今どき珍しいことだと思い、心が成とりました。＜そのうちぞっとして、心が冷

えるよー第2編集局長＞ 会費も「金はあるところから取る」といったような趣旨は素晴し

い。＜「金はあるところから取」って(;・ヽるわけではない。エラクなった奴から「罰金」として

取っている。最近は乗ってる車から見ても、 10 0円会員の方が金持ちだもんねー会長＞

私はとうぶん、かなりとうぷん、 10 0円てすみます うれしい。＜こんなことくらいでうれ

しがっていたら、この学会の会員（2つとまらないよ。とにかくすぐだますのだから、会員を

ー第 1碍集局長＞ あんまりうれしかったから送料350円を寄附してあげようかと思った（ナ
．．． 

ど、金欠病なのてやめます。＜その気がないのならはじめから書くな一会長＞ ありがとう

ございました。
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＜＜繍 集 局 だ よ り＞＞

◎ ・会長と第2編集局長の会話

（この 3月、わが第2繍集局長は、無事＂学業’'を終え、社会に旅立ちました。）

2局長：長らくお世話になりました。

会 長：長らくおったことはたしかや（ナど、世話した覚えはないで。

2局長：そらそうです（ナど、こんな時はこういうもんてしょう。

会長：心にもないことは言わん方がええ。昔、まだ学生のころにな、ある友達が結婚すること

になってな。 2局長：何

2局長：何の話てすか、一体。

会 長：クメになる話や。まあだまって聞（ナ。しやあないから唯一の同級生の水原と 2人で、お

祝いやることにしたんや。

2局長：水原サンて、今度長い長い原稿送ってきた人ですか｀

会 長：そうや。それでな、本人を呼びつけて、何かお祝いやるから欲しいもん言え、言うてな。

2局長： ほんまにそんなこと言うたんてすか。エゲツないなあ．

会 長：そやかて、要らんもんもろてもしゃあないやろ。何が欲しいか、一番よう知ってるのは

本人やないか．

2局長：そらそうてすけどね．それでその友人、どう言いました？

会 長：えらい恐縮l,てなあ．いいえ、そんことまてしていただかなくても、そのお志しだけて

充分てす、いうて断わりよった。

2局長：会長や水原サンの友人にしては、えらい言葉使いのていねいな人ですね。

会 長：そらそうや．女性やもんな．

2局長：工エッ、女の子に！

会 長：驚くことないやろ．男女同権や．それに、この人は並みの女性とは違うて、少々のこと

ては鵞かん人や。

2局長：それて、断わられたからやめたんでしょう．

会 長：そんなんやったら何もタメになる話てなくなる。その時すかさず、水原が言いよった。

お志しがあるんやったら初めからお祝いなんかやる言わへん。お志しがないから、モノをや

ろうと言うてんのやないか．

2 局長：・・・・ようそんなこと言うわ…• それてどうなりました？

会 長：さすがのその人もあきれてしもうてな、中華ナペか何か、そのころの我々としては結墳

高いもの注文 されて、えらい 己．こ会うた。 0は禍いのもとや。
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2局長：あとで損するようなことは言わん方がええ、という話てすか。

会 長：もう卒業やというのに、君も一向に成長せん男やなあ。そんなつまらんことやない。人

間、心があればモノなど要らん。心がない時にはモノを贈る、という話や。そやから、何か

モノをもろたら、ははん、こいつは心がないんやな、と思たらええ、という話や．

2局長：そんなこといったつて、まだモノなんかもろたことないから、わかりませんよ．

会 長：逆に言うたら、本当にお世話（こなったと心から思てたら何もなくてもええ（ナど、お世話

になったと思てないのに、お世話になったふりをしたいのなら、モ／が要る、ということや。

2局長：ははあ、なるほど。いや僕1よ、この数年、言葉に言いつくせぬほどお世話になったと、

心の底から思うてます。ほんまでっせ。

(2局長はこの夏、 「紀州傭畏炭の・念入仕立」という、何のことやらわからぬ炭火焼コー

ヒーを送ってきた。現役の縄集局員と共に飲んでしまってから、こういうことを言うの

も気がひけるが、どうやら彼：ょ、心がなかったことに気がついたらしい。．）

会 長：それはええげど、お前、第2編集局長を辞任する気があるんか。

2局長：第 1編集局長は辞任せんと就職してしまったんでしょう。 1莫がここで辞めたら、良き伝

統をつぷすことになりますね。

会 長：そんなもんつぶしたってかまわんが、つぶさんでもかまわん。君が2局長持って行った

ら、 3局長いうのもつくったらしまいや。

2局長： 3局長の候補者、だれかいますか。

会 長：お前が推薦してい1ナ。最後の仕事や。

2局長： 0君なんかどうですか。

会長：あんなええ加減なやつに勤まるかねえ。

2局長： 1糞ても勤まったんやし、第 1編集局長いうたって何も仕事ないやないてすか．

会 長：それもそうやな。身体も丈夫そうやし、あいつに決めよう。

2局長：ところで、今年の「学会誌」の表紙は何色にするんですか。

会長：そうやな。そろそろ灰色なんか使うか。

2局長： 1局長が卒業した時、バラ色の未来を期待してピンク色にしたんでしょう。｛糞のときは

灰色ですか．

会 長：そんなこともあったなあ．まあ、心にもないことを言う時はモノにして示せと言うたば

かりやから、君の前途を祝播して、今年の表紙はピンク（こするか。

◎ 会長と第3漏集局長の会話

会 長：おい、お前を第3編集局長に任命したから、ょろしく9員むで．

3局長： 2局長から聞きましたけどね。そんな沢山構集局つくって、どうするんですか。

会 長：別にどうもせん。あってもなくても同なじようなもんやから、沢山つくっても別に困る
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ことはない．

3局長：あってもなくても同じてしたら、つくらんてもええやないですか．

会 長：そらまあ、そうやな。そやけど、せっかく発令したんやから、君、ゃれ。

3局長：まあ、 2局長の話では、原牙笥さいそくに行くとコーヒーとケーキが出るということです

から、やってもいいてす（ナど。

会 長：そんな甘いもんやないで。ケーキまで出さそうと思たら、相当しつこくねばらんとあか

ん。君はねばりのないのが特徴やから、まあ無理やろな。

3局長：それなら何も役得がないやないですか。

会 長：そのかわり、いつも編集局に出入りして、そこらにあるコーヒーが飲めるて。

3局長：編集局いうたって、この部屋のことてしょう。これまでずっとやってきてますよ。

会 長：それもそうやな．まあ、大きな顔して飲めるというこっちゃ。これまても大きな顔して

飲んどった（ナどな。

3局長：ところて、 24号の原稿集まったそうですね．

会長：何とかな。これや．

3局長：ええと、水原洋城「猿学パンザイ」．．．．

会 長：「猿学バンザイ」とちゃうで。「猿学マンザイ」や。

3局長：マンザイやったら万オと書くんでしょう。万歳ならバンザイてすよ，

会長：昔は万歳と書いたんや・,

3局長：水原ヨージョウというのは、きれいなペンネームですね。だれのことですか。

会 長：ヨージョウやない。ヒロキと読むんや。本名やて。ついでにいうと、奥さんはヒロコと

いうんや。 1字違いや。

3局長：そんなことどうでもいいてすけど、いつも会長が言ってる、あの水原さんてすか。会長

よりも 0が達者やという・・・・・・

会 長：そうやそうや。君の口にガムテープ張ったら 18と持たんやろな、というたら、 1時間

で死んてしまうわいと威張った男や．

3局長：そんなことても威張る材料になるんてすか．

会長：当り前や。これは少なくとも“なか味”を材料にしてるから、立派なものや。世の中に

は、教授になったとか学部長になったというだけで、威張るやつが沢山おる。

3局長：学部長になって威張ったらいかんのですか。

会 長：いかん、いかん。学部長などというつまらぬものにならされた、いうて、嘆き悲しまな

いかん。

3局長：そんな人は初めから、学部長にならしてあたらんでしょう。教授にさえならせてもらえ

ない。

会 長：まめ、そういうことや。その代わり、会長になってる（ナどなっ
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3笥長：会長は威張っでもい4ヽ んてすか．

会長：これは実力でなったんやから、威張ってもええ．

3局長ふ勝手に自称しただけやないですか．

会 長：まあそうやな．あんまり深く追及するな・編集局長かて似たようなものやから。

3局長：僕は威張ったりしませんよ．

会 長：そらそうやろ、まだ何にもしてへんのやから．

3局長：内緒です（ナどね。いま未完の大作を書いてるんですよ。

会 長：初めから未完やいうて、わかってるのか。

3局長：当り前ですよ。 1糞・の書いたものが完結すると思ってるんですか。

（予言どおり、この大作は未完て、この号．＂には間に合わなかった。追こ幻の大作になっ

てしまうかも知れない．）
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収 入

1 0 0円会呉

1 0 0 0円会員

2000円会員

寄 付

小 計

前年度くりこし

総 計

支 出

上質紙

表 紙

フアクス原紙

印刷インキ

送 料

封 筒

計

？ ？ ？ 会計報告？ ？ ？ 

1986年4月～ 1987年3月

34人 3400円

1 1 7人 1 1 7 0 0 0円

9人 1 8 0 0 0円

1件 1 3 0円

138530円

9 7 9 1 0:可

236440円

15000枚‘べ2円 30000円

1000枚X3円 3000円

90枚x70円 6300円

3本X900円 2700円

2 2 • 2 3号その他 70000円

500枚X3円 1500,I:J 

113500円

差引 次年度くりこし 122940円

＜監査報告＞

送料がキッチリ 7万円、などということは、だれもがウソだと思うに違いないが、世の中には

遇然ということもあり、ウソではないとは言いきれない。まあ、毎年遇然が多すぎる(tど．

日本生物学会会計監査夢籍忍次郎印

会長より

くりこし金が遂に 10万円の大台を越えました。これはひとえに、原稿を書かずに会費ばか

りおさめる＂不良会員＂が多いせいです。まあ、金がいくら余っても、私は困りません（ナどね。
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「日＊生物学会」 穀立趣意書

なんにも目的はないけれど、 「日本生物学会」なるものをつくろうと思う。動物学会や植物

学会はあるが、日本にはまだ、生物学会と称するものはない。しいていえば、それが設立の動機

である。

会の目的はないが、事業はおこなう。

その一つは、会誌の発行である。これを「日本生物学会誌」と名づける。刊行は不定期とし、

原稿が集まり次第発行する。したがって、原稿が集まらなければ、永久に発行しない。内容は、

会の名称にふさわしいものとする。ただし、 ＂生物＂には当然人間も含まれる。たとえ天文学て

も、もしそれを人間がやったのならよいことになる。また、 e’日本＂生物学会であるので、日本

語以外は受けつけない。受けつけた原稿は、無審査・無修正のうえ、無責任に掲載する。

第二の事業は、 「大会」である。年一9回金沢において開く。大会は、しゃぺりたいものがし

ゃべり、間きたいものが聞（ことによって成立する。したがって、しゃべりたいものがいなけれ

ば直ちに解散する。 （聞きたいものがいなくても同様である） 二次会はさまたげない。

会員の資格は｀＇非教授＂とする。要するに、教授以外であればだれでもよい。もっとも、教

授以上の社会的地位の方は、おことわりすることがある。

会員の義務は、会費をおさめること、及び、会費の行方について、深く追及しないことであ

る。会費は当分の間、定職についているもの年10 0 0 円、定職なきもの年 100~とする。善

意の寄付はこれをこばまない。ただし寄付しても、何の特典も与えない。

会の＂管理・運営’'は、当分の間、会長の独裁とする。会員は会長に対し、団交権を持つ。し

たがって、総会は開かない。団交は文書でおこなっでもよい。

本部は、金沢市丸の内 1の1 金沢大学理学部生物学教室 生態学第一研究室 におく。連

絡はすぺて本部あでにおこなうこと。

各地に支部を設立することが望ましい。支部長は自称すれば直ちに発効する。支部の管理運

営は支部長の独裁とし、本部は一切関知しない。

以上の趣旨に賛同の方は（あまりいるとは思わないが）、 あるいは賛同しなくとも、同封の

カードに氏名・住所・電話番号をかき、会費を同封して、本部まで送られたい。会誌の発送をも

つで受領書にかえる。原稿がなければ永久に出ないことを御了承のほどを。

1977年5月26日の佳き日に

会長 奥野良之助
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＜会則追記＞

教授もしくはこれと同等の社会的地位にある者で、どうしても入会を希望するものは、 ’`不

名誉会員”とし、会費2000円を懲収する。

学部長、学長もしくはこれに同等な社会的地位を有する者で、何としても入会したい人は、

｀特別不名誉会員’'とし、会費4000円を愁収する。

現普通会員も、出世したときは、これらに準ずる。

会費の送金は、邸便局の下記振替0座を利用するのが、最も安J:.り (1回15円）である。

もちろん切手でもよく、 10 0円を書留にして 350円かけて送ってもらっても、当方は一向（こ

差支えない。

金沢 40763 日本生物学会

日本生物学会誌 投稿規定

1 8本語に限る。

2 漢字はなるべく当用漢字に限ること。クイブの括字がない時は、勝手にカナにかえること

がある。

3 原稿の長さの制限はしない。ただし、 1号は 10 0枚 (40 0字づめ）しかはいらないの

で、適宜分割掲載することがある。

4 形式・内容とも、全く自由とする。読t.,•読まないは読者の自由であるから、読者のこと

など考えずに書けばよい。

5 匿名、変名、ペンネーム、いずれも可。もちろん本名でもよい。

6 いずれの場合も、肩書、所属などは不要。

7 寄稿者には本誌5部を進呈する。別刷のほしい方は、原稿にその旨誌しておくこと。

8 図、写真も可。ただし写真はおそらく、何が何かわからなくなるものになる。

1 9 8 2年8月改訂

(1 9 7 7年7月の第 1号35ページ

記載の投稿規定は、廃棄処分とする）
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